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概要

本ガイドでは、アプライアンスの設定、アクセス制御、Web コンソールの外観、登録など、
CloudForms Management Engine の設定について説明します。本書の情報および手順は、
CloudForms Managment Engine の管理者を対象としています。また本ガイドは、Red Hat
CloudForms 4.5 および Red Hat CloudForms Management Engine version 5.8 をベースと
しています。 本ガイドを改善するためのご意見やご提案をお寄せいただく場合、またはエラーを
発見された場合には、http://bugzilla.redhat.com で Red Hat CloudForms Management
Engine の Documentation コンポーネントを指定して、Bugzilla レポートを提出してくださ
い。セクション番号、ガイド名、CloudForms のバージョンなど具体的な情報を記載していただけ
ると、より迅速に対応することができます。
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第1章 設定の概要
設定メニューは、Red Hat CloudForms のユーザーインターフェースの右上にあります。

アプライアンスのグローバル設定を確認または変更するには、自分のユーザー名をクリックして設定の
ドロップダウンメニューを開いて、マイ設定 をクリックして変更します。表示されるメニュー項目は、
ユーザーアカウントに割り当てられているロールによって異なります。ロールに関する詳しい情報
は、「ロール」を参照してください。

以下は、設定メニューで使用できる項目の一覧です。

マイ設定
このメニューは、すべての Red Hat CloudForms ユーザーが利用できます。このメニューの
設定では、ユーザーインターフェースの各種要素の表示方法、タイムプロファイル、現在ログ
インしている個人ユーザーのタグを制御します。

タスク
このメニューでは、仮想マシンの SmartState 分析タスクをコンソールでトラッキングして確
認することができます。開始時、終了時、現在実行中のタスク箇所、発生したエラーなど、各
タスクの状態が表示されます。

構成
このメニューでは、Red Hat CloudForms のインフラストラクチャーのエンタープライズ、
リージョン、ゾーン、およびサーバー設定を指定することができます。 ログやプロセスのス
テータスなどの診断もここに表示されます。構成 のメニューは、スーパー管理者と管理者のみ
が使用できます。

Red Hat CloudForms 4.6 設定全般

6



第2章 マイ設定
マイ設定 メニューのオプションでは、ログイン画面に表示するデフォルトビューや、個人のタグなど、
Red Hat CloudForms インターフェースにログインするユーザーアカウントに固有のオプションを設
定することができます。また、メインのダッシュボードの色のスキーム、ボタンのオプション、外部
RSS フィードを設定することも可能です。

2.1. 表示設定
表示 メニューのオプションでは、Web ユーザーインターフェースでどのようにユーザーフェースの要
素を表示するかを設定することができます。どのオプションについても、設定の更新は 保存 を、現在
の画面で保存されていない変更を元に戻すには リセット をクリックしてください。

2.1.1. グリッドおよびタイルアイコン
この設定グループは、仮想サムネイルのビューを制御するのに使用します。サムネイルはそれぞれ、単
一のアイコンか、4 分割されたアイコンとして表示することができます。4 分割表示を使用すると、コ
ンポーネントのプロパティーが一目で確認できます。

以下の手順を使用して、グリッドおよびタイルのアイコンを変更します。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、表示 タブをクリックします。

2. グリッド/タイトルアイコン で、アイテムを ON に設定すると 4 分割のアイコンが、OFF をク
リックすると単一のアイコンが表示されます。

3. 保存 をクリックします。

インフラストラクチャープロバイダーの 4 分割表示  を ON に設定すると、コンピュート → イ
ンフラストラクチャー → プロバイダー の各プロバイダーが 4 分割のアイコンで表示されま
す。
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クラウドプロバイダーの 4 分割表示  を ON に設定すると、クラウド → プロバイダー の各ホス
トが 4 分割のアイコンで表示されます。

インフラストラクチャープロバイダーの 4 分割表示  を ON に設定すると、コンピュート → イ
ンフラストラクチャー → プロバイダー の各プロバイダーが 4 分割のアイコンで表示されま
す。

データストアの 4 分割表示  を ON に設定すると、コンピュート → インフラストラクチャー →
データストア の各データストアが 4 分割のアイコンで表示されます。

仮想マシンの 4 分割表示  を ON に設定すると、コンピュート → インフラストラクチャー → 仮
想マシン の各仮想マシンが 4 分割のアイコンで表示されます。

テンプレートの 4 分割表示  を ON に設定すると、コンピュート → インフラストラクチャー →
仮想マシン → テンプレート の各プロバイダーが 4 分割のアイコンで表示されます。

上記のオプションは、OFF に設定すると、4 分割アイコンではなく単一のアイコンが表示されます。

長いテキストの省略 のドロップダウンリストを使用して、アイテムの名前を完全表示できない
場合に、どのように表示するかを指定します。ドロップダウンリストに表示されるパターンか
ら、オプションを選択してください。

2.1.2. ページ別のデフォルト項目の設定
以下の手順を使用して、各リソースページにデフォルトで表示する項目の数を設定します。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、表示 タブをクリックします。

2. ページ別のデフォルト項目 の部分で、該当するドロップダウンリストから各ビューにデフォル
トで表示する項目の数を選択します。

3. 保存 をクリックします。

2.1.3. スタートページの設定
以下の手順を使用して、ログイン後にデフォルトで表示されるスタートページを設定します。たとえ
ば、Red Hat CloudForms  ダッシュボードに移動せずに、デフォルトのスタートページとして仮想
マシンの一覧を表示するように設定できます。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、表示 タブをクリックします。
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2. スタートページ の部分で、ログイン時に表示するページを選択します。

3. 保存 をクリックします。

2.1.4. 表示設定
以下の手順を使用して、コンソールに独自のテーマ、色、タイムゾーンを設定します。これらの設定
は、ログイン中のユーザーに固有の設定になります。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、表示 タブをクリックします。

2. 以下の項目の 表示設定 から選択してください。

a. チャートテーマ を使用して、チャート専用の色やサイズグループを選択します。

b. タイムゾーン を使用して、コンソールを表示するタイムゾーンを選択します。

注記

デイライトセービング時間 (夏時間) で時間を進めた場合のタイムゾーン
は、コンソールで東部夏時間 (EDT) と正しく表示されます。また、時間が
元に戻った場合には、EST (東部標準時間) と正しく表示されます。

c. ロケール を使用して、コンソールの表示言語を選択します。

3. 保存 をクリックします。

2.2. デフォルトビュー
デフォルトビュー メニューのオプションでは、Red Hat CloudForms のユーザーインターフェースの
個別画面を表示する際に使用するデフォルトのレイアウトを設定することができます。このメニューで
選択するオプションで、各画面のデフォルトのオプションが指定されますが、各画面のレイアウトボタ
ンを使用して画面ごとのレイアウトを変更することもできます。

2.2.1. ユーザーインターフェースのデフォルトビューの設定
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以下の手順を使用して、ビュー全般のオプションを設定します。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトビュー タブをクリックします。

2. 全般 の部分で、画面ごとの希望の表示方法に適したボタンをクリックしてください。選択した
ビューは、青いアイコンとして表示されます。

3. 仮想サムネイルまたはアイコンを表示するには、  (グリッド表示) をクリックします。

4. 項目を説明するテキストプロパティーと仮想サムネイルが統合されたビューを表示するには、

 (タイル表示) をクリックします。

5. 詳しいテキストを表示するには、  (一覧表示) をクリックします。

6. 展開表示にするには  (展開表示) をクリックします。

7. 圧縮表示するには  (圧縮表示) をクリックします。

8. 属性が存在するかどうかのみを表示するには  (有無確認モード) をクリックします。

9. 保存 をクリックします。

2.2.2. サービスのデフォルトビューの設定
以下の手順を使用して、コンピュート → サービス タブのサービスに関するデフォルトビューを設定し
ます。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトビュー タブをクリックします。
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2. サービス の部分で、各項目の希望の表示方法に適したボタンをクリックしてください。

仮想サムネイルまたはアイコンを表示するには、  (グリッド表示) をクリックします。

項目を説明するテキストプロパティーと仮想サムネイルが統合されたビューを表示するに

は、  (タイル表示) をクリックします。

テキスト表示には、  (一覧表示) をクリックします。

3. 保存 をクリックします。

2.2.3. クラウドのデフォルトビューの設定
以下の手順を使用して、コンピュート → クラウド タブのクラウドに関するデフォルトビューを設定し
ます。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトビュー タブをクリックします。
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2. クラウド の部分で、各項目の希望の表示方法に適したボタンをクリックしてください。

仮想サムネイルまたはアイコンを表示するには、  (グリッド表示) をクリックします。

項目を説明するテキストプロパティーと仮想サムネイルが統合されたビューを表示するに

は、  (タイル表示) をクリックします。

詳しいテキストを表示するには、  (一覧表示) をクリックします。

3. 保存 をクリックします。

2.2.4. インフラストラクチャーコンポーネントのデフォルトビューの設定
以下の手順を使用して、コンピュート → インフラストラクチャー タブのインフラストラクチャーコン
ポーネントに関するデフォルトビューを設定します。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトビュー タブをクリックします。
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2. インフラストラクチャー の部分で、各項目の希望の表示方法に適したボタンをクリックしてく
ださい。

仮想サムネイルまたはアイコンを表示するには、  (グリッド表示) をクリックします。

項目を説明するテキストプロパティーと仮想サムネイルが統合されたビューを表示するに

は、  (タイル表示) をクリックします。

詳しいテキストを表示するには、  (一覧表示) をクリックします。

3. 保存 をクリックします。

2.2.5. コンテナーのデフォルトビューの設定
以下の手順を使用して、コンピュート → コンテナー タブのコンテナーに関するデフォルトビューを設
定します。

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトビュー タブをクリックします。
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2. コンテナー の部分で、各項目の希望の表示方法に適したボタンをクリックしてください。

仮想サムネイルまたはアイコンを表示するには、  (グリッド表示) をクリックします。

項目を説明するテキストプロパティーと仮想サムネイルが統合されたビューを表示するに

は、  (タイル表示) をクリックします。

テキスト表示には、  (一覧表示) をクリックします。

3. 保存 をクリックします。

2.3. デフォルトフィルター
デフォルトフィルター メニューのオプションでは、ホスト、仮想マシン、テンプレートを表示する際の
デフォルトのフィルターを設定することができます。これらの設定は、全ユーザーが利用できます。

2.3.1. クラウドのデフォルトフィルターの設定
クラウドコンポーネントのデフォルトフィルターを設定する方法:
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1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトフィルター タブをクリックします。

2. クラウド フォルダーから、デフォルトで利用可能にするフィルターのボックスにチェックを入
れます。変更のあった項目は、青い文字で表示されます。

3. 保存 をクリックします。

2.3.2. コンテナーのデフォルトフィルターの設定
コンテナーのデフォルトフィルターを設定する方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトフィルター タブをクリックします。

2. コンテナー フォルダーから、デフォルトで利用可能にするフィルターのボックスにチェックを
入れます。変更のあった項目は、青い文字で表示されます。

3. 保存 をクリックします。

2.3.3. インフラストラクチャーのデフォルトフィルターの設定
インフラストラクチャーコンポーネントのデフォルトフィルターを設定する方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトフィルター タブをクリックします。

2. インフラストラクチャー フォルダーから、デフォルトで利用可能にするフィルターを選択しま
す。変更のあった項目は、青い文字で表示されます。

3. 保存 をクリックします。

2.3.4. サービスのデフォルトフィルターの設定
サービスのデフォルトフィルターを設定する方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、デフォルトフィルター タブをクリックします。

2. サービス フォルダーから、デフォルトで利用可能にするフィルターを選択します。変更のあっ
た項目は、青い文字で表示されます。

3. 保存 をクリックします。

2.4. タイムプロファイル
タイムプロファイル メニューのオプションでは、容量 & 使用状況の画面で表示する時間を指定するこ
とができます。また、タイムプロファイルはパフォーマンス、トレンドレポートの設定や、最適化 の
ページでも使用されます。

2.4.1. タイムプロファイルの作成
タイムプロファイルの作成方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、タイムプロファイル タブをクリックします。

第2章 マイ設定

15



2.  (構成) から  (新規タイムプロファイルの追加) をクリックします。

3. 説明 フィールドには、意味のある名前を入力してください。

4. スコープ の一覧からタイムプロファイルにアクセスできるユーザーを選択します。

すべてのユーザー を選択して、すべてのユーザーが利用できるタイムプロファイルを作成
します。スーパー管理者および管理者ロールのあるユーザーのみがグローバルのプロファ
イルを作成、編集、削除できます。

作成ユーザーのみがこのタイムプロファイルを利用できるようにするには、現在のユー
ザー を選択します。

5. タイムプロファイルの 曜日 および 時間 を確認します。

6. タイムゾーン については、固有のタイムゾーンを選択することも、データを表示する際にユー
ザーにタイムゾーンを選択させることも可能です。

7. 特定のタイムゾーンを選択する場合は、日次パフォーマンスのロールアップ というオプション
もあります。このオプションは、日次パフォーマンスのロールアップ を有効化すると、日次容
量と使用状況レポートの処理や、日次容量と使用状況チャートの表示に必要な時間が短縮され
ます。

8. 追加 をクリックします。
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注記

タイムゾーンとパフォーマンスレポートとの間には、以下のようなリレーションシップ
が存在します。

ロールアップしたパフォーマンスデータを選択する際には、ユーザーが選択した
タイムゾーンに関係なくパフォーマンスレポートの設定済みのタイムゾーンを使
用します。

設定済みのタイムゾーンがない場合には、パフォーマンスレポートのタイムゾー
ンは UTC 時間にデフォルト設定されます。

設定済みのタイムゾーンがあって容量と使用状況データのロールアップも設定さ
れているレポートに、タイムプロファイルがない場合には、このレポート内でレ
コードは見つかりません。

パフォーマンス以外のレポートについては、ユーザーのタイムゾーンを使用してレポー
トの列に日付および時間が表示されます。

2.4.2. タイムプロファイルの編集
タイムプロファイルの編集方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、タイムプロファイル タブをクリックします。

2. 編集するタイムプロファイルを確認します。

3.  構成 をクリックしてから、  選択したタイムプロファイルの編集 をクリックします。

4. 必要な変更を加えます。

5. 保存 をクリックします。

2.4.3. タイムプロファイルのコピー
タイムプロファイルのコピーの方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、タイムプロファイル タブをクリックします。

2. コピーするタイムプロファイルを確認します。

3.  構成 をクリックしてから、  選択したタイムプロファイルのコピー をクリックしま
す。

4. 必要な変更を加えます。

5. 保存 をクリックします。

2.4.4. タイムプロファイルの削除
タイムプロファイルの削除方法:

1. 設定メニューから マイ設定 に移動して、タイムプロファイル タブをクリックします。

2. 削除するタイムプロファイルを確認します。
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3.  構成 をクリックしてから、  選択したタイムプロファイルの削除 をクリックします。

4. 保存 をクリックします。
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第3章 タスク
タスク メニューのオプションでは、Red Hat CloudForms で現在実行中のタスクを表示および制御す
ることができます。開始時、終了時、現在実行中のタスク箇所、発生したエラーなど、各タスクの状態
が表示されます。

3.1. 仮想マシンとコンテナーの分析タスク
仮想マシンとコンテナーの分析タスク メニューでは、現在ログイン中のユーザーのコンテナーおよび仮
想マシン上で実行中のタスクをすべて表示することができます。

仮想マシンとコンテナーの分析タスク メニューには、以下のような機能があります。

ログインユーザーが仮想マシンまたはコンテナーの SmartState 分析をスケジューリングまた
は手動で開始することによって作成された SmartProxy のジョブの表示

ジョブの状態 (正常に完了、エラー、実行中など) の表示

エラーの理由の表示

ステータスおよび状態別のタスクのフィルタリング

参照する仮想マシンまたはコンテナーの所有者/ホストの表示

タスクの明示的な削除、または別のタスクよりも古いタスクの削除

3.1.1. 仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧のフィルタリング
以下の手順では、仮想マシンおよびコンテナー分析タスクの一覧をフィルタリングする方法について説
明します。ゾーン、時間、タスクのステータス、タスクの状態別にタスク一覧をフィルタリングできま
す。

仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧のフィルタリング方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. 仮想マシンとコンテナーの分析タスク をクリックします。

3. ゾーン 一覧から、特定のゾーンを選択するか、<すべてのゾーン> を選択します。

4. 24 時間単位の期間 一覧から、どの期間のタスクを表示するかを選択します。

5. タスクのステータス では、表示するステータスの隣のチェックボックスを選択します。

6. タスクの状態 一覧から、(フィルタリングして) 表示させる状態を選択します。

7. 適用 をクリックします。

3.1.2. 仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧からのタスクの削除
仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧からのタスクの削除方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. 仮想マシンとコンテナーの分析タスク をクリックします。
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3. 削除するタスクを選択します。削除 メニューから以下を実行します。

a. 削除 をクリックして、選択したタスクを削除します。

b. 古いタスクの削除 をクリックして、選択したタスクよりも古いタスクを削除します。

c. すべてを削除 をクリックしてすべてのタスクを削除します。

4. OK をクリックします。

3.2. 他の UI タスク
他の UI タスク メニューでは、現在ログイン中のユーザーのユーザーインターフェースで実行中の全タ
スクを表示することができます。

3.2.1. 他の UI タスク一覧のフィルタリング
以下の手順では、ユーザーインターフェース分析タスクの一覧をフィルタリングする方法について説明
します。時間、タスクのステータス、タスクの状態別にタスク一覧をフィルタリングできます。

他のユーザーインターフェースタスク一覧のフィルタリング方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. 他の UI タスク をクリックします。

3. 24 時間単位の期間 一覧から、どの期間のタスクを表示するかを選択します。

4. タスクのステータス では、表示するステータスの隣のチェックボックスを選択します。

5. タスクの状態 一覧から、(フィルタリングして) 表示させる状態を選択します。

6. 適用 をクリックします。

3.2.2. 他の UI タスクの削除
他のユーザーインターフェースタスク一覧からのタスクの削除方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. 他の UI タスク をクリックします。

3. 削除するタスクを選択します。削除 メニューから以下を実行します。

a. 削除 をクリックして、選択したタスクを削除します。

b. 古いタスクの削除 をクリックして、選択したタスクよりも古いタスクを削除します。

c. すべてを削除 をクリックしてすべてのタスクを削除します。

4. OK をクリックします。

3.3. すべての仮想マシンとコンテナーの分析タスク
すべての仮想マシンとコンテナーの分析タスク メニューでは、全ユーザーのコンテナーおよび仮想マシ
ン上で実行中のタスクをすべて表示することができます。
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すべての仮想マシンとコンテナーの分析タスク メニューには、以下のような機能があります。

全ユーザーが仮想マシンまたはコンテナーの SmartState 分析をスケジューリングまたは手動
で開始することによって作成された SmartProxy のジョブの表示

ジョブの状態 (正常に完了、エラー、実行中など) の表示

エラーの理由の表示

ステータスおよび状態別のタスクのフィルタリング

参照する仮想マシンまたはコンテナーの所有者/ホストの表示

タスクの明示的な削除、または別のタスクよりも古いタスクの削除

3.3.1. 仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧のフィルタリング
以下の手順では、仮想マシン分析タスクの一覧をフィルタリングする方法について説明します。ゾー
ン、時間、タスクのステータス、タスクの状態別にタスク一覧をフィルタリングできます。

仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧のフィルタリング方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. すべての仮想マシンとコンテナーの分析タスク をクリックします。

3. ゾーン 一覧から、特定のゾーンを選択するか、<すべてのゾーン> を選択します。

4. 24 時間単位の期間 一覧から、どの期間のタスクを表示するかを選択します。

5. タスクのステータス では、表示するステータスの隣のチェックボックスを選択します。

6. タスクの状態 一覧から、(フィルタリングして) 表示させる状態を選択します。

7. 適用 をクリックします。

3.3.2. 仮想マシンおよびコンテナー分析タスクの削除
すべての仮想マシンおよびコンテナー分析タスク一覧からのタスクの削除方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. すべての仮想マシンとコンテナーの分析タスク をクリックします。

3. 削除するタスクを選択します。削除 メニューから以下を実行します。

a. 削除 をクリックして、選択したタスクを削除します。

b. 古いタスクの削除 をクリックして、選択したタスクよりも古いタスクを削除します。

c. すべてを削除 をクリックしてすべてのタスクを削除します。

4. OK をクリックします。

3.4. その他の全タスク

第3章 タスク

21



その他の全タスク メニューでは、全ユーザーの全タスクを表示できます。このメニューは、admin
ユーザーでログインしている場合のみ利用できます。

3.4.1. その他の全タスク一覧のフィルタリング
以下の手順では、その他の全タスクの一覧をフィルタリングする方法について説明します。時間、タス
クのステータス、タスクの状態別にタスク一覧をフィルタリングできます。

その他の全タスク一覧のフィルタリング方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. その他の全タスク をクリックします。

3. 24 時間単位の期間 一覧から、どの期間のタスクを表示するかを選択します。

4. タスクのステータス では、表示するステータスの隣のチェックボックスを選択します。

5. タスクの状態 一覧から、(フィルタリングして) 表示させる状態を選択します。

6. 適用 をクリックします。

3.4.2. その他の前タスク一覧からのタスクの削除
その他の全タスク一覧からのタスクの削除方法:

1. 設定メニューから タスク を選択します。

2. その他の全タスク をクリックします。

3. 削除するタスクを選択します。削除 メニューから以下を実行します。

a. 削除 をクリックして、選択したタスクを削除します。

b. 古いタスクの削除 をクリックして、選択したタスクよりも古いタスクを削除します。

c. すべてを削除 をクリックしてすべてのタスクを削除します。

4. OK をクリックします。
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第4章 構成
構成 メニューのオプションでは、Red Hat CloudForms 環境のグローバルオプションの設定、診断情
報の表示、環境内のサーバーの分析表示が可能です。このメニューでは、エンタープライズ、ゾーン、
サーバーレベルの Red Hat CloudForms 環境が表示されます。

このメニューには主に 4 つのエリアがあります。

設定
このメニューでは、Red Hat CloudForms インフラストラクチャーのグローバル構成を設定で
きます。また、分析プロファイルの作成やこれらのプロファイルのスケジューリングも可能で
す。

アクセス制御
このメニューには、ユーザー、グループ、ロールおよびテナントのオプションが含まれていま
す。

診断
このメニューでは、サーバーおよびロールのステータスを表示し、ログへアクセスできるよう
になっています。

データベース
仮想管理データベース (VMDB) とそのログイン認証情報の場所を指定します。

4.1. 設定
設定 のエリアには、オプションが階層的に表示され、Red Hat CloudForms 環境のインフラストラク
チャーのグローバルオプションを設定することができます。最上位には 設定 があり、ユーザー、LDAP
グループ、アカウントロール、容量と使用状況の収集、タグのカテゴリー、値、インポート、カスタム
の変数インポート、ライセンスのアップロードなどを行うことができます。設定 をクリックしてメ
ニューを展開すると、分析プロファイル、ゾーン、スケジュール を構成できます。
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設定 のアコーディオンメニューに移動すると、ゾーン のサーバー一覧が自動的に表示されます。

4.1.1. リージョン
リージョンは、パブリックおよびプライベートの仮想化環境から収集されたデータを集約するために使
用します。1 つのリージョンは、最終的には VMDB 向けの 1 つの データベースとして表されます。ま
た、リージョンは、特に複数の地理的場所を管理する必要がある場合など、特定の場所ですべてのデー
タ収集が行われるようにしてデータ収集のトラフィックがネットワーク間の接続が遅い箇所を通過しな
いようにするので便利です。

特定の一意名を指定して、複数のリージョンを使用する場合には、マスターリージョンを作成して、す
べての子リージョンのデータを単一のマスターデータベースに集約することができます。これには、子
リージョンをそれぞれ設定して、そのデータをマスターリージョンデータベース (Red Hat はリージョ
ン 99 の使用を推奨) に複製します。この親子リージョンは、一対多の関係にあります。

リージョンには複数のゾーンが含まれており、同様にゾーンには複数のアプライアンスが含まれていま
す。ゾーンは、ネットワークトラフィックの分割や、フェイルオーバーの設定を有効化する際に使用さ
れます。各アプライアンスには、特別なサーバーロールを複数設定することができます。これらのロー
ルが機能するのは、実行されているアプライアンスを含むゾーンに制限されます。

1 つのゾーンで実行できるのは、サーバーロールごとに 1 つのフェイルオーバータイプのみです。複数
のアプライアンスに同じフェイルオーバーロールが指定されている場合には、余分なフェイルオーバー
タイプがバックアップとして使用され、主要なアプライアンスに障害が発生した場合にのみ有効化され
ます。フェイルオーバーを提供しないサーバーロールは 1 つのゾーン内の複数のアプライアンスで同時
に実行できるため、ロールが担当するワークロードに合わせてリソースを調節することができます。
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以下の図は、Red Hat CloudForms 環境で複数のリージョンが連携している例を示しています。

マスターのアプライアンスは Chicago に配置されており、これにはマスターリージョンと、ワーカー
アプライアンスを管理するサブリージョンが含まれています。Mahwah Technology Center は、2 つ
のゾーンを管理するサブリージョン 1 つで構成されており、San Diego Technology Center は 1 つ
のゾーンを管理するサブリージョン 1 つで構成されています。

注記

親リージョンは、親の上のレベルには複製できません。

親リージョンは、子リージョンがオンラインになってからでないと設定できませ
ん。
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以下の図には、リージョンの詳細が記載されています。

このリージョンでは、複数の Red Hat CloudForms アプライアンスが UI ノードおよびワーカーノー
ドとして機能しています。これらのワーカーノードは、環境内のプロバイダーでタスクを実行します。
また、リージョンは、メインの Red Hat CloudForms アプライアンス上のマスターデータベースにレ
ポートするリージョンデータベースを使用します。アプライアンスはすべて、認証サービス (Active
Directory、LDAP、Identity Management)、送信メール (SMTP)、ネットワークサービス (SNMP)
に接続することができます。

4.1.1.1. リージョンのスコープ

リージョンは、複数の VMDB から中央データベースにデータを集約する際に使用します。上位のデー
タベースつまりマスター VMDB は、SmartState 分析または容量と使用状況のデータ収集などのオペ
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レーションタスクには使用できません。これは、複数ある下位リージョン全体の情報がすべて含まれる
レポートデータベースとして使用するためのものです。下位のリージョンは、その情報をマスターに複
製します。

注記

データベースの観点から見ると、下位リージョン同士で認識はありません。つまり、下
位リージョンの情報は、他の下位リージョンからは見えません。上位レベルのリージョ
ンからでないと、下位リージョンの全データを確認できません。

マスターリージョンのスコープ

下位の全 VMDB からレポートされる情報をすべてレポートします。

下位リージョンの仮想マシン上の電源操作を実行できます。

独自のアクセス制御リストを制御します。

下位リージョンのスコープ

下位リージョンはそれぞれ、他のリージョンから独立して独自のアクセス制御を行うことがで
きます。

その独自のリージョン内でのみ作業ができます (SmartState 分析および容量と使用状況の収
集)。

他のリージョンに関する情報はありません。

マスターリージョンにデータを複製します。

4.1.1.2. リージョンの設定

リージョン エリアでは、ユーザー、LDAP グループ、容量と使用状況の収集、Company タグ、タグの
カテゴリー、ライセンスなど Red Hat CloudForms インフラストラクチャー全体に適用する項目を設
定します。リージョンは、データベースの複製にも使用されます。

4.1.1.3. 容量と使用状況の収集

4.1.1.3.1. 容量と使用状況の収集の設定

C & U の収集  設定を使用してどのクラスターおよびデータストアの使用状況データを収集するかを具
体的に選択します。クラスターを選択すると、そのクラスターに含まれるホストや仮想マシンすべての
データを収集するように選択されます。さらに、サーバーの容量 & 使用状況の Coordinator、Data
Collector、Data Processor ロールを有効にする必要があります。サーバー制御の設定 の項を参照
してください。

プロバイダーが検出されて、そのリレーションシップがリフレッシュされたら、設定メニューからクラ
スター、ホスト、データストアを確認します。構成 に移動して 設定 → リージョン → C & U 収集  タブ
をクリックします。

4.1.1.3.2. 容量と使用状況の収集に向けたクラスター、ホスト、データストアの有効化

容量と使用状況を収集するようにクラスター、ホストまたはデータストアを有効化する方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択し、設定 のアコーディオンをクリックします。
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2. リージョン を選択して、容量 & 使用状況の収集  タブをクリックします。

3. クラスター エリアで、データを収集するクラスターおよびホストすべてを確認してください。

4. データストア エリアで、データを収集するデータストアすべてを確認してください。

5. 保存 をクリックします。

注記

1. 新規のクラスター、ホスト、データストアが検出されると、すべてのデータスト
アを収集 のチェックボックスが選択されていない限り、この設定に戻り、容量
と使用状況データの収集を有効化する必要があります。

2. すべてのデータストアの収集 にチェックを付けないと、Red Hat OpenStack
Platform または Amazon EC2 などのクラウドプロバイダーから容量および使
用率データを収集することができません。

4.1.1.4. タグ

4.1.1.4.1. Company タグカテゴリーおよびタグ

Red Hat CloudForms では、独自のタグおよびタグカテゴリーセットを作成することができます。タ
グを使用して、お使いのリソース向けの検索可能なカスタムインデックスを作成します。データベース
タイプによって、タグで大文字、小文字の区別がある場合があります。これらの値を作成した後に、お
使いのリソースに適用してください。タグには 2 種類あります。

リソースの My Company タグ 下に表示される Company タグ。Company タグは設定メ
ニューから作成します。構成 に移動して 設定 のアコーディオンを選択し、リージョン → My
Company タグ をクリックします。デフォルトで、サンプルの Company タグがいくつか提
供されています。必要がない場合は削除することができますが、Red Hat CloudForms で再作
成はされません。

自動的に Red Hat CloudForms により割り当てられる システムタグ

4.1.1.4.2. タグカテゴリーの作成

タグカテゴリーの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックして、My Company カテゴリー タ
ブをクリックします。

3. アクション コラムから 追加 をクリックして、新しいカテゴリーを作成します。
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4. カテゴリー情報 エリアは以下の通りです。

名前 は、VMDB のカテゴリーを指す簡潔な名前を作成する際に使用します。

注記

名前 および 単一値 フィールドは、カテゴリーを追加した後には変更できま
せん。

説明 は、カテゴリーをどのように使用すべきか簡潔な説明を入力する際に使用します。こ
れは、カテゴリーに値を追加しようとすると表示されます。

詳細な説明 は、カテゴリーの詳しい説明を入力する際に使用します。

カテゴリーのコンソールでの使用準備ができている場合には、コンソールに表示 を ON に
設定します。たとえば、ユーザーに公開する前にカテゴリーの値を投入する場合などに使
用します。

リソースに値を 1 つしか割り当てられないようにするには、単一値 を ON に設定します。
たとえば、仮想マシンに割り当てることのできるロケーションは 1 つですが、複数の部門
に所属できる場合などです。この項目は、カテゴリーの作成後には変更できません。

このタグカテゴリー別に容量と使用状況データをグループ化できるようにするには、タグ
による C & U データのキャプチャー を ON に設定します。これを使用するには、グルー
プ化する全リソースにこのタグを割り当てるようにしてください。

5. 追加 をクリックします。

必要なカテゴリーごとに、以上のステップを繰り返してください。カテゴリーを作成した後に、そのカ
テゴリーに値を追加することができます。

重要

カテゴリー内に値が作成されていない場合には、そのカテゴリーから値を割り当てるこ
とも、そのカテゴリー別にフィルタリングすることもできません。

4.1.1.4.3. タグカテゴリーの削除

タグカテゴリーの削除方法:
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1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックして、My Company カテゴリー タ
ブをクリックします。

3. 削除するカテゴリーの アクション コラムの 削除 をクリックします。

4. OK をクリックして確定します。

注記

タグカテゴリーを削除する場合は、カテゴリーの値を削除して、リソースに割り当てら
れたそのカテゴリーのタグをすべて解除するようにしてください。

4.1.1.4.4. Company タグの作成

Company タグの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックして、My Company タグ タブをク
リックします。

3. カテゴリーの選択 エリアの カテゴリー 一覧からカテゴリーを選択します。

注記

カテゴリーによっては、値を 1 つだけしかリソースに割り当てることができ
ないものもあります。

PostgreSQL などのデータベースは、大文字と小文字が区別される場合が
あります。たとえば、タイトルに Linux と入力してフィルタリングした場
合と、小文字の linux で入力した場合では、結果が異なります。

4. アクション コラムの 追加 をクリックして、新しい値の 名前 と 説明 を入力します。

5. もう一度 追加 をクリックして、表に新しいエントリーを追加します。

4.1.1.4.5. Company タグの削除

Company タグの削除方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックして、My Company タグ タブをク
リックします。

3. 削除するタグの横にある アクション コラムの 削除 をクリックします。

注記

タグを削除すると、このタグが割り当てられていたリソースからも削除されま
す。
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4. OK をクリックして確定します。

4.1.1.4.6. 仮想マシンのタグのインポート

タグ割り当ての CSV ファイルを VMDB にインポートすることができます。インポートを成功させるに
は、以下に注意してください。

ファイルは、以下の形式となり、仮想マシンごとに 1 行記載します。同じカテゴリーで複数の
タグを割り当てている場合でも、タグの割り当てられた仮想マシン 1 台ごとに別の行に記載す
る必要があります。

インポートが正しく行われるように、カテゴリーの表示名、タグの表示名を使用する必要があ
ります。

name,category,entry
evm2,Provisioning Scope,All
evm2,Exclusions,Do not Analyze
evm2,EVM Operations,Analysis Successful
rhel6,Department,Presales
rhel6,Department,Support

4.1.1.4.7. CSV ファイルからの仮想マシンのタグのインポート

CSV ファイルからの仮想マシンのタグのインポート方法:

1. CSV ファイル が所定の形式であることを確認します。

2. 設定メニューから 構成 を選択します。

3. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックして、タグのインポート タブをク
リックします。

4. ファイルの選択 をクリックして、ファイルのある場所に移動します。

5. アップロード をクリックします。

注記

不正なコラム名、不明な仮想マシン、不明なタグ、単一の値を指定するべきとこ
ろに複数の値が指定されているタグなどファイルに問題がある場合には、コン
ソールにこれらの記録としてエラーメッセージが表示されます。

6. 適用 をクリックします。

4.1.1.4.8. 仮想マシンおよびホストのカスタム値のインポート

アセットタグ情報の含まれる CSV ファイルを仮想マシンの VMDB にインポートするか、ホストのカス
タムの値をインポートすることができます。インポートを成功させるには、ファイルは以下のフォー
マットとなり、仮想マシンまたはホストごとに 1 行指定する必要があります。

カラムは 2 つあります。

ファイルの最初の行には、以下のようにカラムの名前を指定します。

カラム名では、大文字と小文字は区別されます。
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値はそれぞれ、コンマで区切る必要があります。

仮想マシンのインポート例

name,custom_1
Ecommerce,665432
Customer,883452
SQLSrvr,1090430
Firewall,8230500

仮想マシンの場合は、custom_1 の値は プロパティー エリアの 仮想マシン (概要) ページに カスタム
識別子 として表示されます。全カスタム値は、カスタムフィールド エリアに表示されます。

ホストのインポート例

hostname,custom_1,custom_2
esx303.galaxy.local,15557814,19948399
esxd1.galaxy.local,10885574,16416993
esxd2.galaxy.local,16199125,16569419

ホストの場合は、custom_1 の値は プロパティー エリアの ホスト (概要) ページに カスタム識別子
として表示されます。全カスタム値は、カスタムフィールド エリアに表示されます。

4.1.1.4.9. CSV ファイルからの仮想マシンのアセットタグのインポート

CSV ファイルからの仮想マシンのアセットタグのインポート方法:

1. CSV ファイル が所定の形式であることを確認します。

2. 設定メニューから 構成 を選択します。

3. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックして、インポート タブをクリックし
ます。

4. インポートするカスタム変数のタイプを ホスト または 仮想マシン のいずれかから選択しま
す。

5. ファイルの選択 をクリックして、カスタム変数ファイルのある場所に移動します。

6. アップロード をクリックします。

注記

不正なコラム名、不明な仮想マシンまたはホストなどファイルに問題がある場合
には、メッセージが表示されます。

7. 適用 をクリックします。

4.1.1.5. Red Hat CloudForms の登録

アプライアンスの登録、顧客情報の編集、CloudFOrms の更新は、ユーザーインターフェースの設定
メニューで 構成 → リージョン の Red Hat 更新  タブから適用できます。アプライアンスは、Red
Hat コンテンツ配信ネットワーク (CDN) または Red Hat Satellite サーバーに登録できます。い
ずれかを使用して、Red Hat CloudForms サーバーに必要なパッケージを割り当てます。登録する
サブスクリプション管理サービスにより、システムが更新され、追加の管理を行うことができます。
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更新プロセスには、以下のツールを使用します。

パッケージのインストール、更新、依存関係のチェックを行う yum

サブスクリプションとエンタイトルメントを管理する Red Hat サブスクリプションマネー
ジャー

ローカルでシステムを登録し、お客様のファイアウォール内で更新を実行する Red Hat 
Satellite サーバー

重要

更新ワーカーにより、VMDB と利用可能な Red Hat CloudForms のコンテンツが
12 時間ごとに同期されます。

注記

また、RHN Mirror ロールが指定されたサーバーは、他のアプライアンスのリポジト
リーの役割を果たし、Red Hat CloudForms パッケージ更新をリポジトリーから取
得します。

4.1.1.5.1. アプライアンスの登録

パッケージの更新にアクセスして適用する前に、Red Hat CloudForms アプライアンスを Red
Hat コンテンツ配信ネットワーク (CDN) または Red Hat Satellite サーバーに登録して、サブス
クライブする必要があります。

アプライアンスの登録には以下が必要です。

Red Hat アカウントのログインまたは Red Hat Network Satellite のログイン

ご使用の製品に適した Red Hat サブスクリプション

Red Hat Subscription Management または Red Hat Satellite 6 にアプライアンスを登録
するには、まずお使いの登録情報でリージョンを設定します。これらの設定は、このリージョン内にあ
るすべてのアプライアンスに適用されます。

リージョンの登録設定方法:

1. admin ユーザーとしてアプライアンスにログインします。

2. 設定メニューから 構成 を選択します。

3. アコーディオンメニューの リージョン を選択して、Red Hat の更新  タブをクリックしま
す。

4. 登録の編集 をクリックします。

5. 利用可能なオプション 2 つのうちいずれかを使用して、Red Hat CloudForms アプライア
ンスの登録情報を設定します。

a. Red Hat Subscription Management で登録する方法:

i. 登録先 に Red Hat Subscription Management を選択します。

ii. Red Hat Subscription Management Address を入力します。デフォルト
は、subscription.rhn.redhat.com です。
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iii. リポジトリー名 を入力します。Red Hat CloudForms リポジトリーと Red Hat
Software Collections のリポジトリーである cf-me-5.8-for-rhel-7-rpms 
rhel-server-rhscl-7-rpms がデフォルトで設定されています。

iv. HTTP プロキシーを使用するには、HTTP プロキシーの使用 を選択して、プロキシー
の情報を入力します。

v. Red Hat アカウント情報を入力して、Validate をクリックします。

vi. 認証情報の検証が完了したら 保存 をクリックします。

b. Red Hat Satellite 6 で登録する方法:

i. 登録先 に Red Hat Satellite 6 を選択します。

ii. Red Hat Satellite 6 Address を入力します。デフォルト
は、subscription.rhn.redhat.com です。

iii. リポジトリー名 を入力します。Red Hat CloudForms リポジトリーと Red Hat
Software Collections のリポジトリーである cf-me-5.8-for-rhel-7-rpms 
rhel-server-rhscl-7-rpms がデフォルトで設定されています。

iv. HTTP プロキシーを使用するには、HTTP プロキシーの使用 を選択して、プロキシー
の情報を入力します。

v. Red Hat Satellite アカウント情報を入力して、検証 をクリックします。

vi. 認証情報の検証が完了したら 保存 をクリックします。

アプライアンスは アプライアンスの更新 一覧に Not registered と表示されます。

アプライアンスの登録方法:

1. アプライアンスの更新 一覧からアプライアンスを選択します。

2. 登録 をクリックして、アプライアンスのサブスクリプション登録をして、サブスクリプション
をアタッチします。

サブスクリプションの登録およびアタッチには、数分かかります。サブスクリプションのプロセスは、
アプライアンスの 最終更新ステータス に Subscribed、最終メッセージ に Registered と報告され
ると完了です。

アプライアンスに更新を適用することができます。

注記

アプライアンスを更新するには、『Migrating to Red Hat CloudForms
4.6』の「Updating Red Hat CloudForms」を参照してください。

4.1.1.5.2. 仮想環境のサブスクリプション管理

顧客は、プロバイダーの数を限定して Red Hat CloudForms のライセンスを提供することができま
す。この機能は、有効化する機能を記述したエンタイトルメント証明書を提供することで有効化されま
す。また、Red Hat CloudForms は、Red Hat OpenStack Platform や Red Hat
OpenShift などの製品のバンドルとして提供することができ、これらの製品の高度な管理機能が追加
されます。
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エンタイトルメントにより、以下の拡張機能が提供されます。

証明書をベースにプロバイダーを有効化/無効化する機能

Red Hat CloudForms に提供される Red Hat Cloud Data Network の有効なサブス
クリプション

自身の Red Hat CloudForms チャンネルに留まる機能

証明書がない場合でもプロバイダーを追加できる機能

証明書がある場合には、証明書がサポートする SKU ごとにプロバイダーを制限する機能

プロバイダーによる SKU マッピングのサポート機能

証明書に関連付けられた SKU を削除/追加した後でも、プロバイダーを正常に動作させる機能

4.1.1.6. ヘルプメニューのカスタマイズ

Red Hat CloudForms では、管理者はヘルプメニューをカスタマイズすることができます。この機
能を使用して、ラベル、URL、ユーザー毎に表示するウィンドウを定義します。

注記

ヘルプメニューへの変更は、ページが完全に再読込された時点で適用されます。

以下の手順を使用してヘルプメニューをカスタマイズします。

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから リージョン をクリックします。

3. ヘルプメニュー タブをクリックします。

4. カスタムの メニューアイテムラベル および、ラベル毎に関連する URL を指定します。開く
メニューからオプションを選択して、各ウィンドウの表示方法を定義します。

5. 送信 をクリックします。

4.1.2. プロファイル

4.1.2.1. 分析プロファイルの作成

コンソールで提供されるサンプルプロファイルを参照して、分析プロファイルを作成することができま
す。サンプルプロファイルをコピーすることも、新規プロファイルを作成することもできます。

4.1.2.2. ホストの分析プロファイルの作成

ホストの分析プロファイルの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから 分析プロファイル をクリックします。
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3.  (設定) および  (ホスト分析プロファイルの追加) をクリックします。

4. 基本情報 エリアで分析プロファイルの 名前 および 説明 を入力します。

5. ファイル をクリックして、1 つまたは複数のファイルの情報を収集します。

6. ファイルエントリー エリアから、  (クリックして新しいエントリーを追加する) をクリッ
クして 1 つまたは複数のファイルを追加します。

コンテンツを収集 ? をチェックすると、コンテンツの存在を確認するだけでなく、ファイ
ルのコンテンツも収集します。コンテンツを収集する場合は、このコンテンツを使用して
Red Hat CloudForms の Control でポリシーを作成することもできます。

7. イベントログ をクリックして、収集するイベントログのエントリーを指定します。

8. イベントログエントリー エリアから、  (クリックして新しいエントリーを追加する) をク
リックして、イベントログエントリーのタイプを追加します。名前 に入力します。具体的な
メッセージを入力して メッセージのフィルター で検索します。レベル には、エントリーのレ
ベルの最小値を設定します。また、エントリーの ソース を指定してください。最後に、イベ
ントログエントリーを収集する日数を設定します。この値を 0 に設定すると、利用可能な最も
古いデータまでさかのぼりデータが収集されます。

9. 追加 をクリックします。

4.1.2.3. 仮想マシンの分析プロファイルの作成

仮想マシンの分析プロファイルの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから 分析プロファイル をクリックします。

3.  (設定) および  (仮想マシン分析プロファイルの追加) をクリックします。
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4. 基本情報 エリアで分析プロファイルの 名前 および 説明 を入力します。

5. まず、カテゴリー タブから開始します。カテゴリー選択 エリアから、情報を収集するカテゴ
リーを確認します。これは、仮想マシンのプロファイルだけで使用できます。

6. ファイル をクリックして、1 つまたは複数のファイルの情報を収集します。

7. ファイルエントリー エリアから、  (このエントリーの追加) をクリックして、1 つまたは
複数のファイルを追加して、名前を入力します。仮想マシンの場合は、確認するファイルを指
定します。ファイルのコンテンツを収集する場合には、コンテンツを収集 ? のボックスを
チェックします。ファイルは、1 MB 未満とします。

8. レジストリー タブをクリックして、レジストリーキーの情報を収集します。

9. レジストリーエントリー エリアから、レジストリーキー と レジストリーの値 を入力します。
仮想マシンにレジストリーキーが存在するかどうかを確認するには、レジストリーの値 フィー
ルドに値を指定せずに「*」を入力すると、キーを収集するのにレジストリーの値を知る必要は
ありません。これは、仮想マシンのプロファイルのみで利用できます。

10. イベントログ をクリックして、収集するイベントログのエントリーを指定します。
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11. イベントログエントリー エリアから、イベントログエントリーの種類を追加するフィールドに
入力します。メッセージのフィルター で検索する具体的なメッセージを入力します。レベル
には、エントリーのレベルの最小値を設定します。また、エントリーの ソース を指定してく
ださい。最後に、イベントログエントリーを収集する日数を設定します。この値を 0 に設定す
ると、利用可能な最も古いデータまでさかのぼりデータが収集されます。

12. 追加 をクリックします。

4.1.2.4. 分析プロファイルの編集

分析プロファイルの編集方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから 分析プロファイル をクリックします。

3. 編集する分析プロファイルを確認します。

4.  (選択した分析プロファイルの編集) をクリックします。

5. 変更を加えます。

6. 保存 をクリックします。

これらの変更が分析プロファイルに追加されます。新しい情報または変更済みの情報を収集するには、
仮想マシンまたはホストを再分析する必要があります。

4.1.2.5. 分析プロファイルのコピー

分析プロファイルのコピー方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから 分析プロファイル をクリックします。

3. コピーする分析プロファイルを確認します。

4.  (選択した分析プロファイルのコピー) をクリックします。

5. 新しい 名前 と 説明 を入力します。

6. 必要な変更を加えます。

7. 追加 をクリックします。

4.1.2.6. デフォルトの分析プロファイルの設定
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全仮想マシンに使用する分析プロファイルを設定する場合は、デフォルトプロファイルを作成します。

デフォルトの分析プロファイルの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから 分析プロファイル をクリックします。

3. デフォルトとして設定する分析プロファイルをクリックします。

4.  (選択した分析プロファイルの編集) をクリックします。

5. 仮想マシンのプロファイルには 名前 に小文字で default と入力し、ホストのプロファイルに
は host default と入力します。

6. 保存 をクリックします。

4.1.3. ゾーン
Red Hat CloudForms をゾーン別に整理して、フェイルオーバーやトラフィックの分離を設定する
ことができます。特定のゾーンでサーバーにより検出されたプロバイダーは、そのゾーンで監視、管理
されます。特定のゾーンでサーバーによりディスパッチされた SmartState 分析または仮想マシンの
電源操作などのすべてのジョブは、同じゾーンに割り当てられた Red Hat CloudForms アプライア
ンスで処理することが可能です。

ゾーンは、独自の環境をベースに作成できます。たとえば、地理的な場所、ネットワークの場所、また
は機能をベースにゾーンを作成することができます。初回起動時には、新規サーバーはデフォルトゾー
ンに配置されます。

Red Hat CloudForms アプライアンスが 4 台あり、その内のアプライアンス A と B の 2 台は
East ゾーンに、アプライアンス C と D の 2 台は West ゾーンに配置されており、Red Hat
CloudForms Eastern ゾーンの Red Hat CloudForms アプライアンスの 1 台が VC East を
検出したとします。アプライアンス A が仮想マシン 20 台の分析ジョブをディスパッチする場合に
は、アプライアンス C か D ではなく、A、B のいずれかがこのジョブを処理することができます。

注記

スーパー管理者ロールを割り当てられたユーザーのみがゾーンを作成できま
す。Default のゾーンが提供されており、削除できません。

4.1.3.1. ゾーンの作成

ゾーンの作成方法:
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1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3.  (設定) および  (新規ゾーンの追加) をクリックして、ゾーンを作成します。

4. ゾーン情報 エリアで新しいゾーンの 名前 および 説明 を入力します。

5. SmartProxy サーバー IP を使用して、レポート先となるこのゾーンに SmartProxies を
インストールするサーバーの IP アドレスを指定してください。これが設定されていない場合
は、SmartProxy をデプロイするサーバーの IP アドレスが使用されます。これは、埋め込
み済みの SmartProxies には適用されません。

6. オプションで、NTP サーバーエリアでゾーン全体の NTP サーバー を設定できます。これら
の設定は、操作 → サーバー ページのアプライアンスに NTP サーバーが設定されていない場
合に使用されます。

7. 認証情報 → Windows ドメイン エリアで、ドメイン上の Windows 仮想マシンから実行中
のプロセスを収集できるように、Windows ドメインの認証情報を入力します。

8. 設定 エリアで アクティブな仮想マシンの最大スキャン回数 の数値を設定します。デフォルト
は 無制限 です。

9. 保存 をクリックします。

4.1.3.2. ゾーンの削除

ゾーンの削除手順:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. 削除するゾーンをクリックします。
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注記

サーバーが割り当てられている場合には、そのゾーンは削除できません。

4.  設定 をクリックしてから、  このゾーンの削除 をクリックします。

5. OK をクリックして確定します。

4.1.3.3. ゾーンの編集

ゾーンの編集方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. 編集するゾーンをクリックします。

4.  設定 をクリックしてから、  このゾーンの編集 をクリックします。

5. 必要な変更を加えます。

6. 保存 をクリックします。

4.1.3.4. SmartProxy アフィニティーのゾーンへの追加

SmartProxy ロールのあるサーバーを含むゾーンの SmartProxy アフィニティーを有効にして
SmartState 分析を実行にします。

SmartProxy アフィニティーをゾーンに追加するするには、以下の手順に従います。

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. 有効にする SmartProxy アフィニティーのあるゾーンをクリックします。

4. SmartProxy アフィニティー タブをクリックして、適切なサーバーをクリックします。

5. 保存 をクリックします。

4.1.4. サーバー
サーバーの設定では、認証、ロギング、メールなど Red Hat CloudForms サーバーの動作方法を制
御することができます。環境内に中央の VMDB にレポートするサーバーが複数ある場合には、変更す
るサーバーを指定して、コンソールからこれらの設定を編集することができます。

注記

1 つの VMDB を共有するサーバーが複数ある場合のみ、サーバーの選択オプションは
利用できます。

4.1.4.1. サーバー設定の変更
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サーバー設定の変更方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. Red Hat CloudForms サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバー エリアで、Red Hat CloudForms サーバーをクリックします。

5. サーバー をクリックします。

6. 必要な変更を加えます。

7. 保存 をクリックします。

4.1.4.1.1. 基本情報の設定

会社名 (最大 20 文字) を使用して、貴社の名前を使用するようにインターフェースをカスタ
マイズします。インフラストラクチャーオブジェクトや仮想マシンのタグを表示または変更す
る場合に、この会社名が表示されます。

ログイン先のアプライアンスに表示する アプライアンス名 (最大 20 文字)を指定します。こ
れは、 コンソールにログイン中のユーザーに加え、右上端に表示されます。

トラフィックを分離し、負荷分散機能を提供するには、ゾーン を使用します。この Red Hat
CloudForms アプライアンスを所属させるゾーンを指定します。起動時には、ゾーンはデ
フォルトに設定されます。

アプライアンスタイムゾーン を使用して、このサーバーのタイムゾーンを設定します。
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注記

これは、分析予定の作成時に使用したタイムゾーンで、設定メニュー下の マイ
設定 から 表示設定 エリアに移動すると表示される タイムゾーン パラメーター
とは異なります。こちらのタイムゾーンパラメーターは、コンソールに表示され
るタイムゾーンです。

デフォルトロケール を使用して、このサーバーのデフォルト言語を指定します。

4.1.4.1.2. サーバー制御の設定

サーバーロールは、サーバーの実行できる機能を定義します。Red Hat は、データベースの操作、イ
ベントの監視、レポート、スケジューラー、SmartState 分析、ユーザーインターフェース、プロバ
イダーインベントリー、プロバイダー操作、Web サービスをゾーンごとに最低でも 1 つ有効化するこ
とを推奨します。デフォルトでは、これらのロールはすべてのサーバーで有効化されています。

デフォルトのリポジトリー SmartProxy を使用して、仮想マシンのリポジトリーを更新する
SmartProxy を設定します。このホストは、仮想マシンの分析を行うには、リポジトリーへ
のアクセス権が必要です。

注記

スーパー管理者のみがサーバーロールを変更できます。

複数の Red Hat CloudForms アプライアンスを使用している場合は、アプ
ライアンスすべてにこれを設定してください。

4.1.4.1.3. サーバーロール

注記

アクティブ/アクティブの高可用性設定サーバーロール (負荷分散およびフェイ
ルオーバー保護) は、複数の場所でアクティブですが、アクティブ/パッシブ
(CloudForms の場合はプライマリー/セカンダリー) の高可用性設定 (フェイ
ルオーバー保護) のロールは、特定のゾーンまたはリージョンにおいて、複数の
CloudForms サーバーにこのロールが指定されている場合に、1 つだけがア
クティブ (プライマリー) となっており、このロールのパッシブ (セカンダリー)
アプライアンスは、フェイルオーバーが発生されないとアクティブになりませ
ん。

リージョンおよびゾーンの診断、サーバーロールの優先順位に関する情報
は、「診断」を参照してください。

サーバーロール 説明 ゾーンまたは
リージョンの
認識

プライマリー/セカンダ
リーまたはアクティブ/ア
クティブ

Automation Engine 自動化タスクの処理に
CloudForms サーバーを使用する
場合は、このロールを使用しま
す。

なし アクティブ/アクティブ
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Capacity and
Utilization
Coordinator

Capacity & Utilization
Coordinator ロールは、スケ
ジューラーなどのように、データ
の収集の時間かどうかを確認しま
す。収集する時間であれば、C &
U データコレクター (Capacity
and Utilization Data Collector)
のキューにジョブが送られます。
コーディネーターロールは、容量
および使用率データの収集を完了
する必要があります。このロール
が指定されている CloudForms
サーバーが特定のゾーンに複数あ
る場合には、1 度に 1 つのサー
バーのみがアクティブになりま
す。

ゾーン プライマリー/セカンダ
リー

Capacity &
Utilization Data
Collector

C & U データコレクター
(Capacity & Utilization Data
Collector) は、容量および使用率
データを実際に収集します。この
ロールには、専用のワーカーがあ
り、1 つのゾーン内でこのロール
が指定されている CloudForms
サーバーが複数存在する可能性が
あります。

ゾーン アクティブ/アクティブ

Capacity &
Utilization Data
Processor

C & U データプロセッサー
(Capacity and Utilization Data
Processor) は、CloudForms が
チャートを作成できるように、収
集したデータをすべて処理しま
す。このロールには、専用のワー
カーがあり、1 つのゾーン内でこ
のロールが指定されているサー
バーが複数存在する可能性があり
ます。

ゾーン アクティブ/アクティブ

Database
Operations

Database Operations を使用し
てこの CloudForms サーバーが
データベースのバックアップやガ
ベージコレクションを実行できる
ようにします。

ゾーン アクティブ/アクティブ

サーバーロール 説明 ゾーンまたは
リージョンの
認識

プライマリー/セカンダ
リーまたはアクティブ/ア
クティブ
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Event Monitor このロールは、デフォルトで有効
になっており、タイムラインに情
報を表示します。Event Monitor
は、CloudForms サーバーとプロ
バイダー間の作業を担当します。
プロバイダーごとにワーカーを 2
つ起動します。1 つ目のワーカー
であるモニターは、プロバイダー
に対する接続の維持やイベントの
キャッチに加え、これらのイベン
トが処理されるように
CloudForms メッセージキューへ
配置します。2 つ目のワーカーで
あるハンドラーは、プロバイダー
に対するメッセージのみを配信し
ます。これらは、各ゾーンに最低
でも 1 つ設定しておく必要があり
ます。

ゾーン プライマリー/セカンダ
リー

Git リポジトリー Git Repositories Owner サー
バーロールは、Git リポジトリー
から自動化へのドメインのイン
ポートをサポートします。この機
能は、CloudForms のユーザーイ
ンターフェースの自動化 > イン
ポート/エクスポートの画面から使
用することができます。

リージョン プライマリー/セカンダ
リー

Notifier CloudForms Control および
Automate で SNMP トラップを
監視システムに転送するか、メー
ルを送信する場合にはこのロール
を使用します。SNMP のアラート
作成に関する詳細は、「SNMP の
設定」を参照してください。特定
のリージョンにこのロールが割り
当てられた CloudForms サーバー
が 1 台以上ある場合は、1 度に 1
台のみアクティブになります。

リージョン プライマリー/セカンダ
リー

サーバーロール 説明 ゾーンまたは
リージョンの
認識

プライマリー/セカンダ
リーまたはアクティブ/ア
クティブ
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Provider Inventory このロールはデフォルトで有効に
なっており、EMS、ホスト、仮想
マシン、クラスターなどプロバイ
ダーの情報更新やデータストアの
ファイル一覧のキャプチャーを担
当します。特定のゾーンにこの
ロールが割り当てられた
CloudForms サーバーが 1 台以上
ある場合は、1 度に 1 台のみアク
ティブになります。

ゾーン プライマリー/セカンダ
リー

Provider Operations このロールはデフォルトで有効に
なっています。CloudForms の
Control がある場合は、このロー
ルはポリシーアクションで、また
はコンソールから直接、ゲストの
停止、起動、サスペンド、シャッ
トダウン、クローン作成、再設
定、プロバイダーに対する登録解
除を行います。1 つのゾーンで複
数の CloudForms サーバーにこの
ロールを指定することができま
す。

ゾーン アクティブ/アクティブ

RHN Mirror RHN Mirror が有効になっている
アプライアンスは、最新の
CloudForms パッケージのリポジ
トリーが含まれるサーバーとして
機能します。またこのロールによ
り、同じリージョン内にある他の
アプライアンスも、選択済みの
RHN Mirror サーバーを更新の際
に参照するように設定されます。
さらに、低い帯域幅を使用する手
法で複数のアプライアンスが含ま
れる環境を更新します。

なし アクティブ/アクティブ

Reporting このロールはデフォルトで有効に
なっています。Reporting ロール
は、レポートを生成する
CloudForms サーバーを指定しま
す。ゾーンに CloudForms サー
バーが設定されていない場合に
は、そのゾーンではレポートは生
成されません。これらは、各ゾー
ンに最低でも 1 つ設定しておく必
要があります。

ゾーン アクティブ/アクティブ

サーバーロール 説明 ゾーンまたは
リージョンの
認識

プライマリー/セカンダ
リーまたはアクティブ/ア
クティブ
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Scheduler このロールはデフォルトで有効に
なっています。Scheduler は、レ
ポートの生成や SmartState 分析
などのスケジュールされた全アク
ティビティーの開始メッセージを
送信します。このロールは、容量
と使用状況のデータ収集などシス
テムのスケジュールをすべてを制
御します。各リージョンには必ず
1 台のサーバーにこのロールを割
り当てるようにしてください。指
定されていない場合には、スケ
ジュールされている CloudForms
のイベントは発生しません。特定
のリージョンにこのロールが割り
当てられた CloudForms サーバー
が 1 台以上ある場合は、1 度に 1
台のみアクティブになります。

リージョン プライマリー/セカンダ
リー

SmartProxy SmartProxy ロールを有効化する
と、CloudForms サーバーの埋め
込み SmartProxy が有効になりま
す。埋め込みの SmartProxy は、
ホストに登録されている仮想マシ
ンやプロバイダーに関連付けられ
ているテンプレートを分析するこ
とができます。リポジトリーが検
出されるようにするには、
CloudForms コンソールからホス
トに SmartProxy をインストール
してください。SmartProxy は、
インストール先のホストの仮想マ
シンも分析することができます。
アプライアンス上で SmartProxy
ロールを有効にするには、ゾーン
の SmartProxy アフィニティーを
選択して SmartState Analysis
を実行する必要があります。デ
フォルトでは、SmartProxy ア
フィニティーで有効になっている
選択肢はありません。

ゾーン アクティブ/アクティブ

SmartState Analysis このロールはデフォルトで有効に
なっています。SmartState ロー
ルは、どの CloudForms サーバー
が SmartState 分析を制御し、分
析からのデータを処理するかを制
御します。これらは、各ゾーンに
最低でも 1 つ設定しておく必要が
あります。

ゾーン アクティブ/アクティブ

サーバーロール 説明 ゾーンまたは
リージョンの
認識

プライマリー/セカンダ
リーまたはアクティブ/ア
クティブ
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User Interface このロールはデフォルトで有効に
なっています。このロールで Web
Services ロールを有効化して、
ユーザーインターフェースにログ
インします。理由は、User
Interface ルールは API にクエ
リーを出して、ログイントークン
を受信するためです。
CloudForms コンソールからユー
ザーが対象の CloudForms サー
バーにアクセスできないようにす
るには、User Interface のチェッ
クを解除します。たとえば、
CloudForms サーバーを容量と使
用状況やレポート生成だけに使用
する場合は、このロールはオフに
してください。1 つのゾーンで、
複数の CloudForms サーバーにこ
のロールを割り当てることができ
ます。

ゾーン アクティブ/アクティブ

Web Services このロールはデフォルトで有効に
なっています。Web Services
ロールがあると、API を使用でき
るので、ユーザーインターフェー
スにログインするために、User
Interface ロールが有効化されて
いる場合には、このロールを有効
化する必要があります。また、
Web Services ロールを有効化し
て、API でのみサーバーにアクセ
スできるようにすることも可能で
す。Web Services のチェックを
外して、この CloudForms が
Web サービスプロバイダーとして
機能するのを停止します。ゾーン
内でこのロールを持つ
CloudForms サーバーを複数指定
することができます。

なし アクティブ/アクティブ

Websocket このロールにより、リモートコン
ソールのプロキシーに必要な
websocket ワーカーを起動/停止
することができます。

なし アクティブ/アクティブ

サーバーロール 説明 ゾーンまたは
リージョンの
認識

プライマリー/セカンダ
リーまたはアクティブ/ア
クティブ

4.1.4.1.4. VMware コンソールの設定

Red Hat CloudForms Control の機能セットを使用する場合は、ホストに登録されている仮想マ
シンの Web コンソールに接続できます。この機能を使用するには、VNC をインストールするか、お
使いの Web ブラウザーに VMware MKS プラグインの適切なバージョンか、VMRC ビューワーを
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インストールする必要があります。

注記

仮想インフラストラクチャーに適したバージョンをインストールするようにして
ください。関連の情報は、ベンダーのドキュメントを参照してください。適切な
ソフトウェアまたはバージョンをインストールした後に、Red Hat
CloudForms 構成設定で使用バージョンを指定する必要があります。

VMware MKS プラグイン設定を編集するには、スーパー管理者ロールが必要
です。

VNC を選択する場合は、使用するポート番号を入力してください。このポートは、ターゲッ
トの仮想マシンで開放し、VNC ソフトウェアもこのターゲットの仮想マシンにインストール
する必要があります。コンソールを実行するコンピューターで、Java Runtime がインス
トールされていない場合は、適切なバージョンをインストールする必要があります。

VMware MKS プラグインを選択する場合は、適切なバージョンを選択します。

VMware VMRC プラグインを使用する場合は、要件を満たしていることを確認してくださ
い。VMware の VMRC プラグインの正しいバージョンをクライアントのコンピューターに
インストールする必要があります。これには、Virtual Center Web Service にログインし
て、仮想マシンコンソールを開こうとすると、必要なプラグインをインストールするようにプ
ロンプトが表示されるはずです。VSphere Web Client は VC バージョン 5 にインストー
ルし、プロバイダーを登録する必要があります。Virtual Center バージョン 4 の場合は、
VMware VirtualCenter Management Webservice を実行する必要があります。

4.1.4.1.5. NTPサーバーの設定

NTP サーバー エリアで、時間同期のソースとして使用する NTP サーバーを指定することができま
す。ここで指定する NTP 設定は、ゾーンの NTP 設定より優先されます。各テキストボックスに
NTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力してください。

4.1.4.1.6. SNMP の設定

Simple Network Management Protocol (SNMP) トラップを使用して、Red Hat
CloudForms 環境のさまざまな面に関するアラートを送信することができます。

要件

SNMP 管理ステーションが Red Hat CloudForms アプライアンスからのトラップを受け
入れるように設定します。管理ステーションのドキュメントを参照してください。

SNMP トラップを処理する可能性のあるアプライアンスではそれぞれ、snmpd と 
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snmptrapd デーモンが実行されている必要があります。

アプライアンスが配置されているリージョンには、Notifier ロールが有効化されており、
フェイルオーバーに関するロールの優先順位が設定されているようにしてください。

snmpd と snmptrapd デーモンを有効化する方法:

1. SSH を使用して各 SNMP 処理アプライアンスにアクセスします。

2. SNMP デーモンが起動時に実行されるように設定します。

# chkconfig --level 2345 snmpd on
# chkconfig --level 2345 snmptrapd on

3. アプライアンスの再起動時にデーモンが自動的に実行されますが、ここでは手動でデーモンを
起動させる必要があります。

# service snmpd start
# service snmptrapd start

Notifier ロールを有効化する方法:

1. Web インターフェースで SNMP 処理アプライアンスにアクセスします。

2. 設定メニューから 構成 → 設定 を選択します。

3. EVM サーバーが配置されるゾーンを選択して、EVM サーバーを選びます。

4. サーバー制御 エリアで、Notifier のServerロールオプションを ON に設定します。

5. 保存 をクリックします。

フェイルオーバーの優先度に関するロールの設定方法:

1. 設定メニューから 構成 → 診断 を選択します。

2. EVM サーバーが配置されるゾーンを選択します。

3. サーバー別ロール または ロール別サーバー をクリックしてサーバーを表示します。

4. ゾーン「Zone Default」にある サーバーのロールのステータス で、優先度を設定するロー
ルをクリックします。

5.  (構成) と  (サーバーのプロモート) をクリックして、このサーバーをこのロールでの
プライマリーサーバーに指定します。

4.1.4.1.7. 送信 SMTP メールサーバーの設定

Red Hat CloudForms でメールのアクションを使用するには、送信元のメールアドレスを設定して
ください。

注記

サーバーからメールを送信可能にするには、Notifier のサーバーロールを有効化する必
要があります。ロールを有効化せずに設定のテストができます。
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ホスト には、メールサーバーのホスト名を指定します。

ポート には、メールサーバーのポートを指定します。

ドメイン には、メールサーバーのドメイン名を指定します。

メールサーバーに TLS が必要な場合には TLS の自動開始 は ON に設定します。

適切な SSL 検証モード を選択します。

認証 のドロップダウンを使用して login、plain、または none (認証なし) のどれを使用す
るかを指定します。

ユーザー名 には、ログイン認証に必要なユーザー名を指定します。

パスワード には、ログイン認証用のパスワードを指定します。

メールアドレス には、メールの送信元のアドレスを設定します。

メール設定をテストするには テストメールアドレス を使用します。検証をクリックしてテス
トメールを送信します。

4.1.4.1.8. Web サービスの設定

Web サービスは、SmartProxy との通信にサーバーが使用します。

モード を invoke に設定して、Red Hat CloudForms と SmartProxy の間の 2 方向の
Web サービス通信を有効にします。また、SmartProxy から Red Hat CloudForms ア
プライアンスの方向のみで Web サービスを使用するには、モード を disabled に設定しま
す。Red Hat CloudForms アプライアンスに SmartProxy 向けの作業がある場合には、
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それは VMDB のキューに配置されます。この作業は、Red Hat CloudForms アプライア
ンスが SmartProxy に問い合わせができる時、または次回 SmartProxy のハートビート
が発生する時のいずれか先に発生した時点で完了されます。

Web サービス が有効化されている場合は、オプションで ws-security を使用できます。

4.1.4.1.9. ログの設定

ログレベル を使用してログの詳細レベルを設定しま
す。fatal、error、warn、info、debug のいずれかから選択できます。デフォルトの設定
は info です。

4.1.4.1.10. カスタムサポート URL の設定

URL には、製品アシスタンス エリアからアクセス可能な固有の URL を指定します。

説明 には URL のラベルを設定します。

4.1.4.2. 認証

認証 タブを使用して、コンソールでのユーザー認証の方法を指定します。VMDB を使用するか、
LDAP、LDAPS、Amazon または外部の IPA サーバーと統合することができます。

注記

CloudForms の各種認証の設定に関する情報は、『Managing
Authentication』を参照してください。

4.1.4.2.1. 認証設定の変更

認証設定の変更方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. サーバーが配置されているゾーンをクリックします。
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4. サーバーをクリックします。

5. 認証 タブをクリックします。

6. セッションタイムアウト で、ユーザーがコンソールからログアウトされるまでのアクティビ
ティーのない期間を設定します。

7. モード で認証方法を設定します。

8. 保存 をクリックします。

4.1.4.3. ワーカー

ワーカーページを使用して、各タイプに使用可能なメモリー容量とワーカー数を指定します。

注記

Red Hat Support からの指示があった場合にのみ、これらの変更を加えてくださ
い。

4.1.4.3.1. ワーカーの設定変更

ワーカーの設定を変更するには、以下の手順を実行します。

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバーをクリックします。

5. ワーカー をクリックします。

6. 変更をするように指示を受けたワーカーのタイプに移動します。

7. 該当する場合には、ドロップダウンボックスを使用して、メモリーのしきい値または数量を変
更します。

8. 保存 をクリックします。

4.1.4.4. データベース

データベースのタブを使用して、仮想管理データベース (VMDB) とそのログイン認証情報の場所を指
定します。デフォルトでは、タイプはサーバー上の PostgreSQL となっています。

注記

データベースの設定が変更されるとサーバーは起動しない可能性があります。新しい設
定を検証してからサーバーの再起動を行うようにしてください。

4.1.4.4.1. データベース設定の変更

データベース設定の変更方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。
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2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバーをクリックします。

5. データベース タブをクリックします。

6. データベース エリアで、データベースの タイプ を選択します。External Database on
another CFME appliance、External Postgres Database、Internal Database
on this CFME Appliance から選択します。

ホスト名 を使用して、外部データベースサーバーの IP アドレスまたはホスト名を指定し
ます。

データベース名 を使用して、VMDB の名前を指定します。

VMDB と接続する際の ユーザー名 を指定します。

パスワード と パスワードの確認 を使用して、ユーザー名のパスワードを指定します。

7. 検証 をクリックして設定を確認します。

8. 保存 をクリックします。

9. 変更の保存直後にサーバーが再起動されるという警告に対して OK をクリックします。

再起動中はサーバーにはアクセスできません。再起動が完了すると、新しいデータベース設定が有効で
す。

4.1.4.5. カスタマイズおよびロゴ

4.1.4.5.1. カスタムロゴ

カスタムロゴ を使用して、CloudForms ユーザーインターフェースの端やログインパネルに独自の
ロゴを表示します。以下の手順を使用して、カスタムロゴをユーザーインターフェースにアップロード
して、ログインの背景やテキストユーザーインターフェースのログインパネルをカスタマイズします。

注記

以前の Red Hat CloudForms バージョンからアップグレードして、カスタ
ムロゴが移行前から使用されていた場合に、ロゴの画像ファイルは 
vmdb/public/upload にありますが、カスタムロゴ画像の使用 オプションの
チェックを外して、再度チェックを入れ、カスタムロゴの表示を有効化しなおし
てください。カスタムロゴ画像の使用 オプションへのアクセス方法や、ユー
ザーインターフェースに別のカスタムロゴをアップグレードして、ログインの背
景やログインパネルテキストをカスタマイズする場合は 「ユーザーインター
フェースへのカスタムロゴのアップロード」を参照してください。

さらに、アクセス制御 でテナントの構成内容の指定オプションが Yes になって
いることを確認します。構成設定の手順は「カスタム設定の表示」を参照してく
ださい。

4.1.4.5.2. ユーザーインターフェースへのカスタムロゴのアップロード
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注記

任意のロゴに、CloudForms ユーザーインターフェースを実行するコンピューターか
らアクセスできるようにしてください。ファイルは、ポータブルネットワークグラ
フィックス (png) 形式かつ 350 ピクセル x 70 ピクセルの寸法でなければなりませ
ん。

ユーザーインターフェースへのカスタムロゴのアップロード方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. Red Hat CloudForms サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバーをクリックします。

5. カスタムロゴ のタブをクリックします。

6. カスタムロゴ画像 (全画面の右上に表示) で、ファイルの選択 をクリックして、ロゴファイル
のある場所に移動します。

7. アップロード をクリックします。アイコンが、ファイル名のボックスの上に表示され、ロゴ使
用のオプションが表示されます。

8. カスタムロゴ画像の使用 をチェックしてユーザーインターフェースにロゴを追加します。

9. 保存 をクリックします。

注記

カスタムロゴの表示を有効化するには アクセス制御 でテナントの構成内容の指定オプ
ションが Yes になっていることを確認します。構成設定の手順は「カスタム設定の表
示」を参照してください。

4.1.4.5.3. ログイン背景のカスタマイズ

注記

背景画像には、ユーザーインターフェースを実行するコンピューターからアクセスでき
るようにしてください。ファイルは、ポータブルネットワークグラフィックス (png) 形
式かつ 1280 ピクセル x 1000 ピクセルの寸法でなければなりません。

ログイン背景のカスタマイズ方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。
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2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバーをクリックします。

5. カスタマイズロゴ タブをクリックします。

6. カスタムログイン & 「情報」 画面の背景画像 で、ファイルの選択 をクリックして背景画像
ファイルのある場所に移動します。

7. アップロード をクリックします。アイコンが、ファイル名のボックスの上に表示され、ロゴ使
用のオプションが表示されます。

8. カスタムログイン背景画像の使用 をチェックしてユーザーインターフェースのログイン画面に
背景画像を追加します。

9. 保存 をクリックします。

4.1.4.5.4. ログインパネルテキストのカスタマイズ

ログインパネルテキストのカスタマイズ方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 → 構成 に移動します。

3. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

4. サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

5. サーバーをクリックします。

6. カスタマイズロゴ タブをクリックします。

7. カスタムログインパネルテキスト で、コンソールのログイン画面に表示するテキストを入力し
ます。

8. カスタムログインテキストの使用 をクリックして、Yes に切り替えます。

9. 保存 をクリックします。

4.1.4.5.5. カスタム設定の表示
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ログイン画面および Red Hat CloudForms ユーザーインターフェースの端にカスタムのロゴ表示を
有効化する方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 のアコーディオンをクリックします。

3. テナント をクリックしてから、My Company をクリックします。

4.  構成 をクリックしてから、  この項目の編集 をクリックします。

5. 構成内容の使用 をクリックして Yes に切り替えます。

6. 保存 をクリックします。

4.1.4.6. 詳細設定

Red Hat から構成設定を手動で編集するように指示を受ける場合があります。この機能を利用できる
オプションは限られており、スーパー管理者のロールが割り当てられたユーザーのみが使用できます。
本手順を使用して設定を変更した場合に、Red Hat CloudForms サーバーが無効になる可能性があ
ります。

注記

Red Hat から指示が合った場合のみ、設定ファイルに変更を加えるようにしてくださ
い。

4.1.4.6.1. 設定ファイルの手動編集

設定ファイルの手動編集の方法:

1. 設定メニューから 構成 をクリックします。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバーをクリックします。

5. 詳細 タブをクリックします。

6. Configuration File to Edit エリアから編集する設定ファイルを選択します。

7. 必要な変更を加えます。

8. 保存 をクリックします。

4.1.4.6.2. 設定パラメーター
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表: authentication

パラメーター 説明

amazon_key 認証モードに Amazon を使用する場合には、Amazon のキーを指定しま
す。これは、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー -
Amazon の設定のアクセスキーと同じです。デフォルトは空です。

amazon_secret 認証モードに Amazon を使用する場合には、Amazon のシークレットを
指定します。これは、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サー
バー - Amazon の設定のアクセスシークレットと同じです。デフォルトは
空です。

basedn 認証モードで ldap を使用する場合に、ベース DN を指定します。これ
は、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - LDAP の設定
のベース DN と同じです。デフォルトは空です。

bind_dn LDAP サーバーにバインドするユーザー名。このユーザーには、Red Hat
CloudForms 認証およびロール割り当てに使用する全ユーザーおよびグ
ループに対する読み取り権限が必要です。これは、アプライアンスのコン
ソールの構成 - 操作 - サーバー - LDAP 設定のバインド DN と同じです。
デフォルトでは何も入力されていません。

bind_pwd: bind_dn ユーザーのパスワード。これは、アプライアンスのコンソールの
構成 - 操作 - サーバー - LDAP 設定のバインドパスワードと同じです。デ
フォルトでは何も入力されていません。

get_direct_groups これを使用して LDAP ユーザーのホームフォレストから LDAP ロールを取
得します。これは、Red Hat CloudForms サーバーの認証ページのホーム
フォレストからロールを取得と同じです。デフォルトは true です。

group_memberships_max_
depth

LDAP ディレクトリーのグループメンバーシップが複数にまたがる場合に
は、この値で停止します。デフォルトは 2 です。

ldaphost ldaphost を使用して、LDAP サーバーの完全修飾ドメイン名を指定しま
す。これは、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - LDAP
設定の LDAP ホスト名と同じです。デフォルトでは何も入力されていませ
ん。

ldapport LDAP サーバーのポートを指定します。これは、アプライアンスのコン
ソールの構成 - 操作 - サーバー - LDAP 設定の LDAP ポートと同じです。
デフォルトは 389 です。

mode セキュリティーに VMDB を使用するには、database を使用し、ディレク
トリーサービスを使用するには ldap または ldaps を使用します。これ
は、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - 認証のモード
と同じです。デフォルトは database です。
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user_type userprincipalname を使用して user@domainname の形式でユーザー
名を入力します。mail を使用して、ユーザーのメールアドレスでログイン
します。識別名 (CN=<user>) に dn-cn、識別名 (UID=<user>) に dn-
uid を使用してユーザー名だけを使用します。ただし、いずれに対しても、
正しい user_suffix を入力するようにしてください。これは、アプライア
ンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - LDAP 設定のユーザータイプ
と同じです。デフォルトは userprincipalname です。

user_suffix dc-cn または dn-uid の user_type と使用するドメイン名。これは、アプ
ライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - LDAP 設定のユーザー
サフィックスと同じです。デフォルトでは何も入力されていません。

パラメーター 説明

表: coresident_miqproxy

パラメーター 説明

use_vim_broker VIM ブロカー経由で共有接続を使用して SmartState 分析の VC または
ESX ホストと通信できるように SmartProxy を共存させるかどうかを指定
します。無効の場合は、各 SmartProxy の SmartState 分析は、独自の接
続を確立します。デフォルトは true です。

concurrent_per_ems 共存している SmartProxy の SmartState 分析で、同時に固有の管理シス
テムに対して実行可能な分析数を指定します。デフォルトは 1 です。

concurrent_per_host 共存している SmartProxy の SmartState 分析で、同時に固有のホストに
対して実行可能な分析数を指定します。デフォルトは 1 です。

scan_via_host scan_via_host を false に変更すると、Red Hat CloudForms は管理シス
テムを使用してスキャンを行います。これは、concurrent_per_host の設
定ではなく concurrent_per_ems 設定で制限が行われるので、管理システ
ムのトラフィックが大幅に上昇します。デフォルトは true です。

表: ems_refresh

パラメーター 説明

capture_vm_created_on_da
te

False に設定して過去のイベントの取得をオフにします。オンにするに
は、true に設定します。このフラグを true に設定すると、Red Hat
CloudForms は、新規仮想マシンで ems が更新された後、
「ems_created_on」が nil となっている仮想マシンで
「ems_created_on」コラムを vms テーブルに設定します。Red Hat
CloudForms は、データベースのイベント情報と、管理システムからの履
歴イベントデータを検索します。履歴検索はタイムアウトするので、これ
はオプションです。デフォルトは false です。
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collect_advanced_settings 管理システムの更新中に、詳細の仮想マシン設定をを収集しない場合は
false に設定します。更新の時間が短縮されますが、収集されるデータは少
なくなります。パラメーターの記載がない場合は、この値は true になりま
す。デフォルトは true です。

ec2  

get_private_images EC2 更新のみ。プライベートイメージを取得するかどうか。デフォルトは
true です。

get_public_images EC2 更新のみ。パブリックイメージを取得するかどうか。デフォルトは
false です。警告: get_public_images を true に設定すると、デフォルト
で VMDB に数千のイメージが読み込まれるので、パフォーマンスの問題が
発生する可能性があります。

get_shared_images EC2 更新のみ。共有イメージを取得するかどうか。デフォルトは true で
す。

public_images_filters EC2 更新のみ。公開イメージの数を減らすフィルター。デフォルトは all
public images です。

ignore_terminated_instanc
es

EC2 更新のみ。終了したイメージを無視するかどうか。デフォルトは true
です。

full_refresh_threshold 完全な更新を行う前に更新が要求されているターゲット数。たとえば、シ
ステムやユーザーが仮想マシン 7 台、ホスト 2 台 (ターゲット 9 台) を更
新の対象とする場合に、実際に更新が発生した場合には、これらのター
ゲット 9 台のみを対象として部分的に更新を行いますが、10 台目が追加
されると、システムは代わりに完全な EMS 更新を実行します。デフォルト
は 100 です。

raise_vm_snapshot_comple
te_if_created_within:

Virtual Center での作成時間が設定されている期間内である場合のみ
VMDB にスナップショットが追加されるように vm_snapshot_complete
イベントを発生させます。こうすることで、新しい Virtual Center が
Red Hat CloudForms に追加された場合に古いスナップショットに対する
イベントが発生しないようになります。デフォルトは 15.minutes です。

refresh_interval スケジューラーは refresh_interval の間隔で定期的に完全な EMS 更新を
行います。デフォルトは 24.hours です。

パラメーター 説明

表: host_scan

パラメーター 説明

queue_timeout ホストの SmartState 分析がタイムアウトしたとみなされるまでの期間。
デフォルトは 20.minutes です。
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表: log

パラメーター 説明

level Red Hat CloudForms アプライアンスで必要とするロギングレベルを指定
します。指定可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、info、warn、
error、fatal となっています。これは、アプライアンスのコンソールの構
成 - 操作 - サーバー - ロギングのログレベルと同じで、evm.log ファイル
に即座に適用されます。デフォルトは info です。

level_aws Amazon Web Services の通信に関するロギングレベルを指定します。指
定可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、info、warn、error、fatal
となっています。これは、aws.log ファイルに適用されます。デフォルト
は info です。

level_aws_in_evm Amazon Web Services の通信ログレベルを evm.log にも表示すべきか
どうかを指定します。指定可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、
info、warn、error、fatal となっています。デフォルトは error です。

level_fog Fog の通信に関するロギングレベルを指定します。指定可能なレベルは、
詳細度の高い順に debug、info、warn、error、fatal となっています。
これは、fog.log ファイルに適用されます。デフォルトは info です。

level_fog_in_evm Fog の通信ログレベルを evm.log にも表示すべきかどうかを指定します。
指定可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、info、warn、error、
fatal となっています。デフォルトは error です。

level_rails Rail の通信に関するロギングレベルを指定します。指定可能なレベルは、
詳細度の高い順に debug、info、warn、error、fatal となっています。
変更があれば即座に production.log ファイルに適用されます。デフォルト
は info です。

level_rhevm Red Hat の通信に関するロギングレベルを指定します。指定可能なレベル
は、詳細度の高い順に debug、info、warn、error、fatal となっていま
す。これは、rhevm.log ファイルに適用されます。デフォルトは warn で
す。

level_rhevm_in_evm Red Hat の通信ログレベルを evm.log にも表示すべきかどうかを指定し
ます。指定可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、info、warn、
error、fatal となっています。デフォルトは error です。

level_vim VIM (VMware ESX および Virtual Center との通信) に関するロギングレ
ベルを指定します。指定可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、
info、warn、error、fatal となっています。これは、vim.log ファイルに
適用されます。デフォルトは warn です。

level_vim_in_evm vim のログレベルを evm.log にも表示すべきかどうかを指定します。指定
可能なレベルは、詳細度の高い順に debug、info、warn、error、fatal
となっています。デフォルトは error です。

表: db_stats
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パラメーター 説明

enabled クエリー、クエリーサイズ、応答数、応答サイズ、それぞれの最小値およ
び最大値、各サービスプロセスの確立接続数をトラッキングするかどうか
を指定します。この情報は、EVM ログに表示されます。デフォルトは
false です。

log_frequency 処理によりデータベースの統計をロギングする頻度 (秒数)。デフォルトは
60 です。

表 3.7. callsites

表: log

パラメーター 説明

enabled データベースにアクセスするコードをトラッキングするかどうかを指定し
ます。コールサイトを有効化すると、トラッキングする情報の数が原因で
パフォーマンスが下がります。これを使用するには db_stats: enabled の
パラメーターは、true に設定してください。デフォルトは false です。

depth 各データベースアクセスのトラッキングを行うコールスタックのレベル数
を指定します。デフォルトは 10 です。

min_threshold log_frequency のとおりに、指定した回数分データベースにアクセスしな
いコードはトラッキングしません。デフォルトは 10 です。

path Red Hat CloudForms アプライアンスのログのパスを設定します。これ
は、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - ロギングのロ
グレベルと同じでです。値が指定されていない場合のデフォルトのパスは
/var/www/miq/vmdb/log です。

line_limit ログ 1 行に含めることのできる文字数を制限します。0 は制限なしという
意味です。デフォルトは 0 です。

表 3.8. collection

パラメーター 説明

ping_depot ログコレクションを実行する前にログデポに対して TCP ポートの ping を
使用するかどうか。デフォルトは true です。

ping_depot_timeout TCP ポートの ping が失敗したとみなす前に、ログデポからの応答をどの
程度待機するかを指定します (秒)。デフォルトは 20 です。
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current ログの収集時に、どれが (アーカイブロギングではなく) 現在のロギングと
見なされるのかを指定します。デフォルトは :pattern: です。

log/*.log

log/apache/*.log

log/*.txt

config/*

/var/opt/rh/rh-postgresql94/lib/pgsql/data/*.conf

/var/opt/rh/rh-postgresql94/lib/pgsql/data/pg_log/*

/var/log/syslog*

/var/log/daemon.log*

/etc/default/ntp*

/var/log/messages*

/var/log/cron*

BUILD

GUID

VERSION

archive アーカイブロギングと見なされるものはどれかを指定します。デフォルト
のパターンは空で、log ディレクトリーの *.gz を指します。

パラメーター 説明

表 3.9. log_depot

パラメーター 説明

uri ログデポの URI を指定します。これは、アプライアンスのコンソールの 構
成 → 診断 → ログの収集 の URI と同じです。デフォルトは空白です。

username ログデポのユーザー名を指定します。これは、アプライアンスのコンソー
ルの 構成 → 診断 → ログの収集 のユーザー ID と同じです。デフォルトは
空白です。

password ログデポのユーザーのパスワードを指定します。これは、アプライアンス
のコンソールの 構成 → 診断 → ログの収集 のパスワードと同じです。デ
フォルトは空白です。

表: performance
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パラメーター 説明

capture_threshold  

vm 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。デフォルトは
50.minutes です。

host 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。デフォルトは
50.minutes です。

ems_cluster 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。デフォルトは
50.minutes です。

storage 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。デフォルトは
120.minutes です。

capture_threshold_with_ale
rts

 

host 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。この値は、リアルタイム
の容量 & 使用状況データをベースにしてアラートが割り当てられているホ
ストの capture_threshold の代わりに使用されます。デフォルトは
20.minutes です。

ems_cluster 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。この値は、リアルタイム
の容量 & 使用状況データをベースにしてアラートが割り当てられているク
ラスターの capture_threshold の代わりに使用されます。デフォルトは
20.minutes です。

vm 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。この値は、リアルタイム
の容量 & 使用状況データをベースにしてアラートが割り当てられている仮
想マシンの capture_threshold の代わりに使用されます。デフォルトは
20.minutes です。

concurrent_requests  

vm 次回にキャプチャーするまでに何分待機するか。この値は、リアルタイム
の容量 & 使用状況データをベースにしてアラートが割り当てられている仮
想マシンの capture_threshold の代わりに使用されます。デフォルトは
20.minutes です。

hourly 時間毎にローメトリックをキャプチャーする際の同時 VC 要求数。デフォ
ルトは 1 です。

realtime リアルタイムのローメトリックをキャプチャーする際の同時 VC 要求数。
デフォルトは 20 です。

history  

initial_capture_days 最初の収集で何日分のデータを収集するか。デフォルトは 0 です。
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Keep_daily_performances VMDB に日次パフォーマンスデータを保管する期間。デフォルトは
6.months です。

keep_realtime_performanc
es

VMDB にリアルタイムのパフォーマンスデータを保管する期間。デフォル
トは 4.hours です。

keep_hourly_performances VMDB に時間毎のパフォーマンスデータを保管する期間。デフォルトは
6.months です。

purge_window_size 完全削除で keep_realtime_performances、
keep_hourly_performances、keep_daily_performances の値よりも古
い行を削除する必要がある場合に、この値を使用してバッチごとに削除す
る行の数を設定します。たとえば、1000 を指定すると、1000 行削除され
ます。デフォルトは 1000 です。

パラメーター 説明

表 3.11. repository_scanning

パラメーター 説明

defaultsmartproxy リポジトリースキャンの SmartProxy を指定します。これは、アプライア
ンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - 仮想マシン - サーバーコント
ロールのデフォルトリポジトリーの SmartProxy と同じです。デフォルト
は空です。

表 3.12. server

パラメーター 説明

case_sensitive_name_searc
h

構成アイテムの画面において名前で検索する際に大文字、小文字の区別を
するかどうかを指定します。デフォルトは false です。

company 自分の Company タグに使用するラベルを指定します。これは、構成 - 操
作 - サーバー - 基本情報の会社名と同じです。デフォルトは「My
Company」です。

custom_logo 使用するカスタムロゴを指定します。これは、構成 - カスタムロゴ - ロゴ
選択のカスタムロゴの使用と同じです。デフォルトは false です。

events  

disk_usage_gt_percent Red Hat CloudForms の操作アラートについて、ディスク使用率のアラー
トをトリガーするしきい値を指定します。デフォルトは 80 です。
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heartbeat_timeout サーバーのハートビートがタイムアウトと見なされるまで待機する期間。
タイムアウトの期間を超えると、Red Hat CloudForms アプライアンスが
タイムアウトになった時点でそのゾーンまたはリージョンのアプライアン
スはアクティブなロールを巡って競合します。デフォルトは 2.minutes で
す。

host Red Hat CloudForms サーバーの IP アドレス。デフォルトは空です。

hostname Red Hat CloudForms サーバーのホスト名。デフォルトは
localhost.localdomain です。

listening_port Web サーバーがリッスンするポート番号を指定します。VMDB がリッスン
するポートは設定されない点にご注意ください。Red Hat CloudForms ア
プライアンスからの SmartHost をデプロイする場合は、SmartHost
(miqhost) が VMDB と通信するポートを通知します。デフォルトは "443"
です。

mks_version 仮想マシンコンソールに使用する VMware MKS プラグインバージョンを
指定します。これは、構成 - 操作 - サーバー - 仮想マシンコンソールの
VMware MKS プラグインバージョンと同じです。デフォルトは 2.1.0.0
です。

name アプライアンスコンソールでのログイン先の Red Hat CloudForms アプ
ライアンスの表示名を設定します。これは、構成 - 操作 - サーバー - 基本
情報のアプライアンス名と同じです。デフォルトは EVM です。

role この Red Hat CloudForms サーバーのロールをスペースなしのコンマ区
切りで指定します。指定可能な値は、automate、
database_operations、ems_inventory、ems_metrics_collector、
ems_metrics_coordinator、ems_metrics_processor、
ems_operations、event、notifier、reporting、ｍscheduler、
smartproxy、smartstate、user_interface、web_services です。これ
は、構成 - 操作 - サーバー - サーバー制御のサーバーロールと同じです。
デフォルトは、database_operations、event、reporting、scheduler、
smartstate、ems_operations、ems_inventory、user_interface、
web_services です。

session_store Web 要求すべてのセッション情報を保存する場所。指定可能な値は、
sql、memory または cache です。sql を指定すると、データベースサー
バーのタイプに拘らず、データベースにセッション情報を保存します。
memory の場合は、サーバープロセスのメモリーにセッション情報すべて
を保存し、cache の場合は memcache サーバーに情報を保存します。

startup_timeout サーバーの起動時にタイムアウトとみなされるまで待機してユーザーがロ
グインできないようにするまでの時間 (秒数)。ログイン後にはユーザーは
ログページにリダイレクトされます。デフォルト 300 です。

パラメーター 説明
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timezone Red Hat CloudForms アプライアンスのタイムゾーンを設定します。デ
フォルトは UTC です。

vnc_port リモートコンソールに VNC を使用する際に VNC が使用するポート。デ
フォルトは 5800 です。

zone アプライアンスが所属するゾーンを設定します。これは、構成 - 操作 -
サーバー - 基本情報のゾーンと同じです。デフォルトは default です。

:worker_monitor ワーカーを起動してモニタリングします。ここで指定したパラメーター
は、workers:default セクションで設定したパラメーターより優先されま
す。

poll ワーカーモニターが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーの
キューに作業が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値および
メソッドで決定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業が
あれば、ワーカーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、
15.seconds です。

miq_server_time_threshold ワーカーモニターが反応のないサーバーに対してアクションを取るまでに
サーバーがハートビート機能を実行する時間。デフォルトは 2.minutes で
す。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 1 です。

sync_interval アクティブなロールと設定を全ワーカーに同期するまでの間隔。デフォル
トは 30.minutes です。

wait_for_started_timeout 起動済みのワーカーがタイムアウトしているとみなされてハートビート機
能を実行するまで待機する時間。デフォルトは 10.minutes です。

kill_algorithm  

name ワーカー終了の開始に使用する基準。デフォルトは
used_swap_percent_gt_value です。

value 使用する基準の値。デフォルトは 80 です。

start_algorithm  

name サーバーの起動後に Red Hat CloudForms サーバーが新しいワーカーを
起動可能かどうかを決定するために満たす必要のある基準。デフォルトは
used_swap_percent_lt_value です。

value 使用する基準の値。デフォルトは 60 です。

パラメーター 説明
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表: session

パラメーター 説明

interval アプライアンスのコンソールでアクティブでないセッションを確認する間
隔を秒単位で設定します。デフォルトは 60 です。

timeout アクティブでないコンソールのセッションを削除するまでの間隔を秒単位
で設定します。これは、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サー
バー - 認証のセッションタイムアウトと同じです。デフォルトは 3600 で
す。

memcache_server session_store に memory を選択する場合には、memcache_server を
指定してセッション情報を取得する必要があります。デフォルトは
127.0.1.1:11211 です。

memcache_server_opts memcache サーバーに送信するオプション。デフォルトは空です。

show_login_info スタートページでログイン情報を表示するかどうかを指定します。デフォ
ルトは true です。

表: smartproxy_deploy

パラメーター 説明

queue_timeout ホストの smartproxy デプロイジョブのタイムアウト。デフォルトは
30.minutes です。

表 3.15. smtp

パラメーター 説明

host smtp メールサーバーのホスト名を指定します。これは、構成 - 操作 - サー
バー - 送信 SMTP メールサーバーのホストと同じです。デフォルトは
localhost です。

port smtp メールサーバーのポートを指定します。これは、構成 - 操作 - サー
バー - 送信 SMTP メールサーバーのポートと同じです。デフォルトは "25"
です。

domain smtp メールサーバーのドメインを指定します。これは、構成 - 操作 - サー
バー - 送信 SMTP メールサーバーのドメインと同じです。デフォルトは
mydomain.com です。

authentication smtp メールサーバーの認証タイプを指定します。これは、構成 - 操作 -
サーバー - 送信 SMTP メールサーバーの認証と同じです。デフォルトは
login です。
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user_name smtp メールサーバーへのログインに必要なユーザー名を指定します。これ
は、構成 - 操作 - サーバー - 送信 SMTP メールサーバーのユーザー名と同
じです。デフォルトは evmadmin です。

password user_name アカウントの暗号化パスワードを指定します。これは、構成 -
操作 - サーバー - 送信 SMTP メールサーバーのパスワードと同じです。デ
フォルトは 空です。

from 送信元のアドレスを設定します。これは、構成 - 操作 - サーバー - 送信
SMTP メールサーバーのメールアドレスと同じです。デフォルトは
cfadmin@cfserver.com です。

パラメーター 説明

表 3.16. snapshots

パラメーター 説明

create_free_percent メインのデータストア (vmx ファイルが配置されるデータストア) で利用
可能な空き容量の割合 (%) を確保して、スナップショットの容量の増加
(%) に対応できるようにします。デフォルトは、スナップショットに関連
する全ディスクのプロビジョニングサイズの 100% の容量が必要です。値
0 は、スナップショットの作成前に容量をチェックしないという意味で
す。デフォルトは 100 です。

remove_free_percent メインのデータストア (vmx ファイルが配置されるデータストア) で利用
可能な空き容量の割合 (%) を確保して、スナップショットの削除プロセス
に対応できるだけの空き容量 (%) が用意されているようにします。削除プ
ロセスでは、まず新しいスナップショットを作成して、削除予定の元のス
ナップショットが仮想マシンで圧縮されてからこの新たに作成したスナッ
プショットが削除される点に注意してください。デフォルトは、スナップ
ショットに関連する全ディスクサイズの 100% の容量が必要です。値 0
は、スナップショットの削除前に容量をチェックしないという意味です。
デフォルトは 100 です。

表 3.17. webservices

パラメーター 説明

contactwith IP アドレスを使用して miqhost に問い合わせする場合は ipaddress に設
定します。またホスト名で miqhost に問い合わせする場合には
hostname に設定します。ホスト名で受け入れ、IP アドレスの解決を行う
場合には resolved_ipaddress に設定します。デフォルトは ipaddress で
す。

mode Web サービスを使用するには invoke に設定します。Web サービスをオ
フにするには disable に設定します。アプライアンスのコンソールの構成
- 操作 - サーバー - Web サービスのモードと同じです。デフォルトは
invoke です。
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nameresolution true に設定されている場合には、ホスト名が IP アドレスに対して解決さ
れ、ホスト情報と合わせて VMDB に保存されます。デフォルトは false で
す。

security Web サービスが有効な場合は、これを ws-security に設定できます。これ
は、アプライアンスのコンソールの構成 - 操作 - サーバー - Web サービス
のセキュリティーと同じです。これは現在サポートされていません。デ
フォルトは none です。

timeout Web サービスのタイムアウトを秒単位で指定します。デフォルトは 120
です。

password user_name アカウントの暗号化パスワードを指定します。これは、構成 -
操作 - サーバー - 送信 SMTP メールサーバーのパスワードと同じです。デ
フォルトは 空です。

use_vim_broker VMware インフラストラクチャーとの通信に vim_broker を使用するかど
うかを制御します。デフォルトは true です。

パラメーター 説明

表: workers

パラメーター 説明

worker_base  

defaults 以下のパラメーターが特定のワーカーに対して明示的に定義されていない
場合は、これらの値が使用されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 1 です。

gc_interval このワーカーでガベージコレクションを実行する頻度。デフォルトは
15.minutes です。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、3.seconds で
す。

poll_method normal に設定されている場合には、ワーカーは poll パラメーターで設定
されている秒数間、作業を確認します。escalate に設定されている場合
は、ワーカーは実行する作業がなくなると、次回に作業の有無のチェック
をするまでの間隔を長くしていきます。デフォルトは normal です。

poll_escalate_max 作業の有無確認を待機する最大回数。このオプションを設定するには
Poll_method は escalate に設定する必要があります。デフォルトは
30.seconds です。
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heartbeat_freq ワーカーのハードビートを確認する頻度。デフォルトは 60.seconds で
す。

heartbeat_method 作業をディスパッチする方法を設定します。指定可能な値は、sql か drb
です。デフォルトは drb です。

heartbeat_timeout ワーカーのハートビート機能がタイムアウトとみなされるまで待機する時
間。デフォルトは 2.minutes です。

parent_time_threshold 「親」の応答がないとみなされるまでハートビートなしで稼働できる時
間。ワーカーの場合は、ワーカーモニターが親です。ワーカーモニターの
場合はサーバーが親です。デフォルトは 3.minutes です。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 150.megabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 10 です。

restart_interval ワーカーの再起動を要求するまで稼働を継続させる時間数。キューベース
のワーカーすべて 2.hours に設定されています。それ以外のワーカーは
0.hours に設定されており再起動がされません。デフォルトは、0.hours
です。

starting_timeout 起動時にワーカーのハートビートを確認して、応答なしとマークするまで
に待機する時間。監視を開始するまでの猶予期間と似ています。

event_catcher Event Monitor Server ロールと関連しています。ems のイベントを取得
して、event_handler が処理できるようにキューに追加します。ここで指
定するパラメーターは、worker_base:default のセクションで設定されて
いる値より優先されます。

ems_event_page_size イベントコレクターの履歴に最大ページサイズを設定する内部システム設
定。これは変更しないでください。デフォルトは 100 です。

ems_event_thread_shutdo
wn_timeout

シャットダウン時のイベントキャッチャーがイベントモニタースレッドの
停止まで待機する期間を決定する内部システム設定。これは変更しないで
ください。デフォルトは 10.seconds です。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 2.megabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 1 です。
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poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、1.seconds で
す。

event_catcher_redhat event_catcher_redhat には event_catcher よりも優先される設定が含
まれます。

event_catcher_vmware event_catcher_vmware には event_catcher よりも優先される設定が含
まれます。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、1.seconds で
す。

event_catcher_openstack event_catcher_openstack には event_catcher よりも優先される設定が
含まれます。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、15.seconds で
す。

topics OpenStack からのイベントの収集時に Red Hat CloudForms がモニタリ
ングすべきな AMQP トピック一覧

duration Qpid 固有のパラメーター。レシーバーがタイムアウトするまでに Qpid ブ
ローカーからのメッセージを待機すべき時間 (秒数)。デフォルトは
10.seconds です。

capacity Qpid 固有のパラメーター。ブローカーからさらにメッセージをフェッチす
る必要がでてくるまでに Qpid クライアントがローカルで保持することの
できるメッセージの合計数。デフォルトは 50.seconds です。

amqp_port AMQP で使用するポート。デフォルトは 5672 です。

schedule_worker Scheduler Server ロールの設定およびスケジュールベースで実行するそ
の他の作業の設定。ここで指定するパラメーターは、
worker_base:default のセクションで設定されている値より優先されま
す。

db_diagnostics_interval データベースの診断統計を収集する頻度。デフォルトは 30.minutes で
す。
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job_proxy_dispatcher_inter
val

SmartState 分析のジョブ向けに利用可能な SmartProxy があるかを
チェックする頻度。デフォルトは 15.seconds です。

job_proxy_dispatcher_stale
_message_check_interval

キューにあるディスパッチメッセージをチェックする頻度。デフォルトは
60.seconds です。

job_proxy_dispatcher_stale
_message_timeout

この値に到達するとメッセージが強制終了されます。デフォルトは
2.minutes です。

job_timeout_interval ジョブがタイムアウトしたかどうか確認する頻度。デフォルトは
60.seconds です。

license_check_interval 有効なライセンスの有無をチェックする頻度。デフォルトは 1.days で
す。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 150.megabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 3 です。

performance_collection_int
erval

コレクションワーカーにより収集されるように、スケジュールワーカーが
パフォーマンス収集要求をキューに出す頻度を制御します。デフォルトは
3.minutes です。

performance_collection_sta
rt_delay

収集が必要な場合に Red Hat CloudForms サーバーが起動してから容量
と使用状況収集を起動するまでの期間。デフォルトは 5.minutes です。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、15.seconds で
す。

server_logs_stats_interval Red Hat CloudForms サーバーの統計をロギングする頻度。デフォルトは
5.minutes です。

server_stats_interval Red Hat CloudForms サーバーの統計を収集する頻度。デフォルトは
60.seconds です。

session_timeout_interval UI (アプライアンスのコンソール) セッションがタイムアウトしたかどうか
を確認する頻度。デフォルトは 30.seconds です。

storage_file_collection_inte
rval

ストレージの場所のファイルインベントリーを実行する頻度。デフォルト
は 1.days です。
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storage_file_collection_tim
e_utc

ストレージの場所のファイルインベントリーを実行する時間。デフォルト
は "06:00" です。

vdi_refresh_interval vdi インベントリーを更新する頻度。デフォルトは 20.minutes です。

vm_retired_interval リタイアすべき仮想マシンを確認する頻度。デフォルトは 10.minutes で
す。

vm_scan_interval スキャンの必要があるかどうか仮想マシンをチェックする頻度。デフォル
トは 10.minutes です。

smis_refresh_worker Storage Inventory Server ロールの設定およびスケジュールベースで実
行するその他の作業の設定。ここで指定するパラメーターは、
worker_base:default のセクションで設定されている値より優先されま
す。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、15.seconds で
す。

connection_pool_size プロセス毎に許容できるデータベース接続の最大数。デフォルトは 5 で
す。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 1.gigabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 3 です。

smis_update_period smis の情報を更新する頻度。デフォルトは 1.hours です。

status_update_period smis のステータスを更新する頻度。デフォルトは 5.minutes です。

stats_update_period smis の統計を更新する頻度。デフォルトは 10.minutes です。

vim_broker_worker Capacity & Utilization Collector、SmartProxy、SmartState
Analysis、Management System Operations、Management System
Inventory のロール用に起動します。また、use_vim_broker 設定がオン
になっている場合に起動します。接続プール、VMware インフラストラク
チャーに対するデータのキャッシュを提供します。ここで指定したパラ
メーターは、workers:default セクションで設定したパラメーターより優
先されます。
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heartbeat_freq ワーカーのハードビートを確認する頻度。デフォルトは 15.seconds で
す。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 1.gigabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 3 です。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、1.seconds で
す。

reconnect_retry_interval 接続がリタイアしてから最接続するまでの期間。デフォルトは 5.minutes
です。

vim_broker_status_interval イベントの更新を受信してからさらに更新の有無を確認するまで待機する
時間を設定するための内部システム設定。デフォルトは 0.seconds です。

wait_for_started_timeout ワーカーの事前読み込みから起動までにワーカーがタイムアウトしたとみ
なされるまでの時間。デフォルトは 10.minutes です。

ui_worker: User Interface Server ロールの設定。ここで指定するパラメーターは、
worker_base:default のセクションで設定されている値より優先されま
す。

connection_pool_size プロセス毎に許容できるデータベース接続の最大数。デフォルトは 5 で
す。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 1.gigabytes です。

nice_delta: 1 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 1 です。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、60.seconds で
す。

web_service_worker Web Services Server ロールの設定。ここで指定するパラメーターは、
worker_base:default のセクションで設定されている値より優先されま
す。
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connection_pool_size プロセス毎に許容できるデータベース接続の最大数。デフォルトは 5 で
す。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 1.gigabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 1 です。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、60.seconds で
す。

queue_worker_base キューから外れて作業を行うキューワーカーすべてのベースクラス

defaults 以下のパラメーターがキューのワーカーに対して明示的に定義されていな
い場合は、これらの値が使用されます。

cpu_usage_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できる
cpu の容量。デフォルトは 100.percent です。

queue_timeout キューメッセージがタイムアウトとみなされるまで作業を継続できる期
間。デフォルトは 10.minutes です。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 400.megabytes です。

restart_interval キューワーカーの再起動の間隔。デフォルトは 2.hours です。

poll_method normal に設定されている場合には、ワーカーは poll パラメーターで設定
されている秒数間、作業を確認します。escalate に設定されている場合
は、ワーカーは実行する作業がなくなると、次回に作業の有無のチェック
をするまでの間隔を長くしていきます。デフォルトは normal です。

generic_worker 特定のタイプの作業に分類されない作業を実行します。通常の優先順位ま
たは特定のキューに含まれないアイテムをすべて処理します。ここで指定
するパラメーターは、queue_worker_base:default のセクションで設定
されている値より優先されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 4 です。

ems_refresh_worker 各種管理システムの仮想インフラストラクチャーのコンポーネントの状態
が vmdb と同期されるように ems (管理システム) すべての更新を実行し
ます。ここで指定するパラメーターは、queue_worker_base:default の
セクションで設定されている値より優先されます。
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poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、10.seconds で
す。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 2.megabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 7 です。

restart_interval キューワーカーの再起動の間隔。デフォルトは 2.hours です。

queue_timeout メッセージがタイムアウトとみなされるまで作業を継続できる期間。デ
フォルトは 120.minutes です。

event_handler Event Monitor Server ロールと関連しています。イベントキャッチャー
ワーカーが検出したすべてのイベントを処理します。ここで指定するパラ
メーターは、worker_base:default のセクションや
queue_worker_base:default のセクションで設定されている値より優先
されます。

cpu_usage_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できる
cpu の容量。値が 0 の場合は、CPU の使用状況によりワーカーが強制終了
されることはありません。デフォルトは 0.percent です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 7 です。

perf_collector_worker VC/ESX に接続して Raw パフォーマンスデータを収集します。Capacity
& Utilization Data Collector Server ロールと同じです。ここで指定した
パラメーターは、queue_worker_base:default セクションので設定した
パラメーターより優先されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 2 です。

poll_method normal に設定されている場合には、ワーカーは poll パラメーターで設定
されている秒数間、作業を確認します。escalate に設定されている場合
は、ワーカーは実行する作業がなくなると、次回に作業の有無のチェック
をするまでの間隔を長くしていきます。デフォルトは escalate です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 3 です。
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perf_processor_worker Raw パフォーマンスデータをレポート可能な形式に処理します。Capacity
& Utilization Data Processor Server ロールと同じです。ここで指定し
たパラメーターは、queue_worker_base:default セクションので設定し
たパラメーターより優先されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 2 です。

poll_method normal に設定されている場合には、ワーカーは poll パラメーターで設定
されている秒数間、作業を確認します。escalate に設定されている場合
は、ワーカーは実行する作業がなくなると、次回に作業の有無のチェック
をするまでの間隔を長くしていきます。デフォルトは escalate です。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 400.megabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 7 です。

priority_worker 多数のタスクを含む優先度の高いキューアイテムをすべて UI の代わりに実
行します。UI 要求は、UI をブロックしないように通常、priority worker
が実行します。ここで指定するパラメーターは、
queue_worker_base:default のセクションで設定されている値より優先
されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 2 です。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 200.megabytes です。

nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 1 です。

poll ワーカーが作業をチェックする頻度。この値は、ワーカーのキューに作業
が残っていない場合にのみ使用されます。ポールの値およびメソッドで決
定された期間を待機します。そのため、キューに常に作業があれば、ワー
カーは次のメッセージまで待機しません。デフォルトは、1.seconds で
す。

reporting_worker レポートをコンパイルします。Reporting Server ロールの設定。ここで指
定したパラメーターは、queue_worker_base:default セクションで設定
したパラメーターより優先されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 2 です。
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nice_delta 起動時にワーカーに割り当てる Unix の「nice」値をワーカーモニターに
通知します。数値が低いと、他のプロセスよりも優先度が高くなります。
デフォルトは 7 です。

smart_proxy_worker 仮想マシンの埋め込みスキャンを実行します。SmartProxy Server ロール
の設定。ここで指定したパラメーターは、queue_worker_base:default
セクションで設定したパラメーターより優先されます。

count このタイプのワーカーの数。デフォルトは 3 です。

memory_threshold ワーカーの終了と再起動を正常に要求するまでにワーカーが許容できるメ
モリーの容量。デフォルトは 600.megabytes です。

queue_timeout キューメッセージがタイムアウトとみなされるまで作業を継続できる期
間。デフォルトは 20.minutes です。

restart_interval キューワーカーの再起動の間隔。デフォルトは 2.hours です。

パラメーター 説明

4.1.5. スケジュール

4.1.5.1. SmartState 分析およびバックアップのスケジューリング

設定 の スケジュール エリアで、情報を最新の状態に保つために仮想マシン、ホスト、クラスター、
データストアの分析をスケジュールできます。分析するリソースによって、分析する内容をフィルタリ
ングできます。仮想マシン 1 台のみを指定することも、全仮想マシンすべてに分析を行うことも可能
です。さらに、コンプライアンスチェックやデータベースのバックアップをスケジューリングすること
もできます。

4.1.5.1.1. SmartState 分析またはコンプライアンスチェックのスケジューリング

SmartState 分析またはコンプライアンスチェックのスケジューリングの方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから スケジュール をクリックします。

3.  (構成) をクリックして  (新規スケジュールの追加) を選択します。

4. 基本情報 エリアでスケジュールの 名前 および 説明 を入力します。

5. アクティブ にチェックを入れてこのスキャンを有効にします。
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6. アクション 一覧から、スケジューリングする分析のタイプを選択します。選択する分析タイプ
により、以下のグループボックスが表示されます。

仮想マシン分析: 仮想マシンに関する選択肢 が表示されます。ここでは、分析するアイテ
ムを すべての仮想マシン、プロバイダー用のすべての仮想マシン、クラスター用のすべて
の仮想マシン、ホスト用のすべての仮想マシン、単一仮想マシン または グローバルフィル
ター から選択できます。

テンプレート分析: テンプレートに関する選択肢 が表示されます。ここでは、分析するア
イテムを すべてのテンプレート、プロバイダー用のすべてのテンプレート、クラスター用
のすべてのテンプレート、ホスト用のすべてのテンプレート、単一テンプレート または グ
ローバルフィルター から選択できます。

ホスト分析: ホストに関する選択肢 が表示されます。ここでは、分析するアイテムを すべ
てのホスト、プロバイダー用のすべてのホスト、単一仮想マシン または グローバルフィル
ター から選択できます。

注記

スケジューリングができるのは、接続した仮想マシンのホスト分析のみで
す。ホストが検出したリポジトリー仮想マシンはスケジューリングできませ
ん。リポジトリーの仮想マシンは、検出したホストとの関係を保持しないの
で、スケジューリング機能でスキャンする方法は現在ありません。ホスト
は、今後実行するようにスケジュールが設定されている接続仮想マシンがあ
る可能性があるので表示されます。

クラスター/デプロイメントロール分析: クラスターに関する選択肢 が表示されます。ここ
では、分析するアイテムを すべてのクラスター、プロバイダー用のすべてのクラスター ま
たは 単一仮想マシン から選択できます。

データストア分析: ホストに関する選択肢 が表示されます。ここでは、分析するアイテム
を すべてのデータストア、ホスト用のすべてのデータストア、プロバイダー用のすべての
データストア、単一データストア または グローバルフィルター から選択できます。

仮想マシンコンプライアンスチェック: 仮想マシンに関する選択肢 が表示されます。ここ
では、分析するアイテムを すべての仮想マシン、プロバイダー用のすべての仮想マシ
ン、クラスター用のすべての仮想マシン、ホスト用のすべての仮想マシン、単一仮想マシ
ン または グローバルフィルター から選択できます。
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ホストコンプライアンスチェック: ホストに関する選択肢 が表示されます。ここでは、分
析するアイテムを すべてのホスト、プロバイダー用のすべてのホスト、プロバイダー用の
すべてのクラスター、単一ホスト または グローバルフィルター から選択できます。

データベースのバックアップ: タイプ には、Network File System および Samba が
表示されます。データベースのバックアップのスケジューリングに関する詳細は、「デー
タベースのバックアップのスケジューリング」 を参照してください。

7. 上記のアイテムに グローバルフィルター を適用して、分析する仮想マシンまたはホストを指
定します。

8. 実行 で、実行する分析の頻度を設定します。実行 オプションでの選択した内容により、さら
にオプションが表示されます。

分析を 1 回のみ実行する場合は、1 回 をクリックします。

日次ベースで分析を実行する場合は、毎日 をクリックします。実行の間隔を選択するよう
に求められます。

時間ベースで分析を実行する場合は、毎時 をクリックします。実行の間隔を選択するよう
求められます。

9. タイムゾーン を選択します。

注記

タイムゾーン を変更した場合は、開始日と開始時間をリセットする必要があり
ます。

10. 開始日 でスケジュールを開始する日付を入力または選択します。

11. 選択したタイムゾーンで 開始時間 (24 時間形式) を選択します。

12. 追加 をクリックします。

4.1.5.2. データベースのバックアップのスケジューリング

データベースのバックアップのスケジューリング方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから スケジュール をクリックします。

3.  (構成) をクリックして  (新規スケジュールの追加) を選択します。
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4. 基本情報 エリアでスケジュールの 名前 および 説明 を入力します。

5. アクティブ にチェックを入れてこのバックアップのスケジュールを有効にします。

6. アクション 一覧から データベースのバックアップ を選択します。

7. データベースのバックアップ設定 エリアで、バックアップ先のサーバータイプを選択しま
す。Network File System または Samba を選択できます。

Samba を選択する場合は デポ名、URI、ユーザー名、有効な パスワード を入力しま
す。検証 をクリックして、設定を確認します。

Network File System を選択する場合は デポ名 と URI を入力します。

8. 実行 で、実行する分析の頻度を設定します。実行 オプションでの選択した内容により、さら
にオプションが表示されます。

バックアップを 1 回のみ実行する場合は、1 回 をクリックします。

バックアップを日次で実行する場合は、日次 をクリックします。実行の間隔を選択するよ
うに求められます。

バックアップを毎時に実行する場合は、毎時 をクリックします。実行の間隔を選択するよ
う求められます。

9. タイムゾーン を選択します。

注記

タイムゾーン を変更した場合は、開始日と開始時間をリセットする必要があり
ます。

10. 開始日 でスケジュールを開始する日付を入力または選択します。

11. 選択したタイムゾーンで 24 時間形式の 開始時間 (UTC) を選択します。

12. 追加 をクリックします。
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4.1.5.2.1. スケジュールの変更

スケジュールの変更方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから スケジュール をクリックします。

3. 編集するスケジュールをクリックします。

4.  設定 をクリックしてから、  このスケジュールの編集 をクリックします。

5. 必要な変更を加えます。

6. 保存 をクリックします。

4.2. アクセス制御
設定メニューから 構成 を選択します。アクセス制御 のアコーディオンメニューをクリックすると、
ユーザー、グループ、ロール、テナントで構成可能な項目が階層表示されます。また、ユーザー、グ
ループ、アカウントのロール、テナントおよびプロジェクトを追加/変更することもできます。

注記

CloudForms のテナンシーおよび、テナントとプロジェクトの違いに関する情報
は、『Deployment Planning Guide』の「Tenancy」を参照してください。

4.2.1. テナントの作成
テナントの作成手順:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから テナント をクリックします。

3. 一番上の階層にある テナント クリックします。  (設定) および  (子テナントのこの
テナントへの追加) をクリックして、ゾーンを作成します。

4. 名前 フィールドにテナントの名前を入力します。

5. 説明 フィールドにテナントの説明を入力します。

6. 追加 をクリックします。

4.2.2. プロジェクトの作成
プロジェクトの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから テナント をクリックします。

3. プロジェクト を追加する テナント をクリックします。  (設定) および  (プロジェク
トのこのテナントへの追加) をクリックして、ゾーンを作成します。
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4. 名前 フィールドにプロジェクトの名前を入力します。

5. 説明 フィールドにプロジェクトの説明を入力します。

6. 追加 をクリックします。

4.2.3. テナントとプロジェクトクォータの管理
以下の手順を使用して、テナントとプロジェクトのクォータの割り当てまたは編集を行います。

注記

クオータは、ユーザーの現在のグループをもとに割り当てられます。ユーザーが複数の
グループに所属する場合には、グループクォータの割り当て、編集前に、希望のグルー
プに変更します。詳細は、「グループ」を参照してください。

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから テナント をクリックします。

3. クォータを追加する テナント または プロジェクト をクリックします。  構成 をクリック

してから、  選択した項目のクォータの管理 をクリックします。

4. 事前定義済みのクォータ一覧で、Yes に切り替えるクォータアイテムの横にある項目を 有効
に切り替えます。

5. 値 フィールドでクォータに適用する制約を入力します。

6. 保存 をクリックします。

4.2.4. テナントとプロジェクトのタグ付け
テナントとプロジェクトのタグ付け方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから テナント をクリックします。

3. テナントまたはプロジェクトを選択して ポリシー をクリックし、このテナントの "My
Company" タグの編集 を選択します。

4. タグの割り当て で、割り当てるカスタマータグの選択: をクリックして一覧からタグを選択し
ます。次のコラムで、適切な値を設定します。

5. 保存 をクリックします。
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4.2.5. ユーザーの作成
ユーザーの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから ユーザー をクリックします。

3.  (設定) および  (新規ユーザーの追加) をクリックして、ユーザーを作成します。

4. 氏名、ユーザー名、パスワード、パスワードの確認、ユーザーの メールアドレス に入力しま
す。メールアドレスは必須フィールドであるため、ユーザーのメールアドレスに入力しない
と、プロビジョニングの要求に失敗する可能性があります。

重要

LDAP を使用しているにも拘らず、サーバーの 認証 タブで LDAP からの
ユーザーグループの取得 を有効化していない場合は、ユーザーを定義する
必要があります。ユーザー ID は、ディレクトリーサービスで定義したユー
ザー名と一致する必要があります。すべて小文字を使用して、VMDB で
ユーザーが検索できるようにします。

ユーザーのログイン時には、LDAP パスワードを使用します。

CloudForms での LDAP の認証設定に関する情報は、『Managing
Authentication』の「Configuring LDAP or LDAPS
Authentication」を参照してください。

5. 選択可能なグループ から 1 つまたは複数のグループを選択します。

6. 追加 をクリックします。

第4章 構成

85

https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_cloudforms/4.6/html-single/managing_authentication_for_cloudforms/#ldap_config


4.2.6. ユーザーの削除
セキュリティーの目的で、情報やサーバーの機能へのアクセスが必要なくなったユーザーは削除しま
す。

ユーザー削除の方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから ユーザー をクリックします。

3. 削除するユーザーを選択します。

4.  構成 をクリックしてから、  選択したユーザーの削除 をクリックしてユーザーを削除
します。

4.2.7. グループ
ユーザーグループは、フィルターの作成、ユーザーへのロールの割り当てを行います。独自のグループ
を作成するか、LDAP ディレクトリーサービスを活用してアカウントロールにユーザーのグループを
割り当てることができます。事前定義済みのアカウントロール一覧については「ロール」を参照してく
ださい。

ユーザーは、複数のグループに所属することができますが、グループに割り当てることができるアカウ
ントロールは 1 つのみです。

注記

詳細は、『Managing Authentication』の「Assigning CloudForms Account
Roles Using LDAP Groups」を参照してください。

ユーザーが複数のグループに所属する場合は、ユーザーの現在のグループを変更できます。グループを
変更するには、設定メニューに移動して、Change Group をクリックし、希望のグループを選択し
てください。現在のグループ により、ユーザーのクォータや他の設定が変化します。
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4.2.8. グループの作成
ユーザーグループの作成方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから グループ をクリックします。

3.  (設定) および  (新規グループの追加) をクリックして、グループを作成します。

4. 名前 フィールドでグループの名前を入力します。タグとの互換性を確保するために、スペース
の代わりにアンダースコアを使用します。たとえば、Red Hat CloudForms-test_group
などです。

5. このグループにマッピングする ロール を選択します。各 CloudForms ロールの説明
は、「アカウントロールと説明」を参照してください。

6. このグループが所属する必要のある プロジェクト/テナント を選択します。

7. フィルターの割り当て エリアで、対象グループのユーザーに表示可能な内容を制約することが
できます。

a. <My Company> Tags タブをクリックして、対象のグループに含まれるユーザーがア
クセス可能なタグを選択します。選択したタグが付いたリソースに、このグループはアク
セスできます。ユーザーは次に制限 一覧のオプションの 1 つを使用してタグを選択しま
す。

特定のタグ を選択して、このユーザーによるアクセスを許可するフォルダーにチェッ
クを入れます。変更のあった項目は、青のイタリック体で表示されます。

式ベースのタグ を選択して、AND、OR または NOT を使用して式ベースのタグを作
成します。このタグは、ユーザーがアクセスできるリソースをさらに制限します。たと
えば、リソースに含まれる必要のあるタグの組み合わせを指定することができます。
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b. ホスト & クラスター  タブをクリックします。

i. このユーザーの所属先として限定するホスト & クラスターのボックスにチェックを入
れます。変更のあった項目は、青のイタリック体で表示されます。

c. 仮想マシン & テンプレート  タブをクリックします。すると、仮想インフラストラク
チャーで作成したフォルダーが表示されます。

i. このユーザーによるアクセスを許可するフォルダーにチェックを入れます。変更のあっ
た項目は、青のイタリック体で表示されます。

8. 追加 をクリックします。

グループの作成後に、ユーザー編集で、1 つまたは複数のユーザーをグループに割り当てます。

4.2.9. ロール
ユーザーグループを作成する場合は、ロールを指定してコンソール内のリソースに対してグループの権
限を付与してください。グループのロールにより、そのグループに所属するユーザーがアクセスできる
範囲が決まります。
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Red Hat CloudForms には、ロールのデフォルトグループがありますが。独自のグループを作成す
ることも、デフォルトグループをコピーして編集することも可能です。

注記

LDAP 設定 で ホームフォレストからのロールの取得 を有効化した場合には、ロールは
ディレクトリーサービス内の LDAP ユーザーのグループメンバーシップにより決定され
ます。『Managing Authentication』の「Configuring LDAP or LDAPS
Authentication」を参照してください。

ロールおよびアクセスレベルの詳細を表示する手順:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから ロール をクリックします。

3. 一覧からロールをクリックして、ロール情報とロールがアクセスできる製品機能を表示します
(チェックマークで印が付いている)。製品機能 のカテゴリーを展開すると、詳細情報を確認す
ることができます。

以下の表で、各ロールで利用できる機能概要を紹介します。

4.2.9.1. アカウントロールと説明

ロール 説明

Administrator 仮想インフラストラクチャーの管理者。インフラストラクチャー機能すべ
てにアクセスできます。サーバーの設定は変更できません。

Approver 処理の承認はできますが、操作の承認はできません。仮想インフラストラ
クチャーの項目の表示、各種ポリシーすべての表示、ポリシーのポリシー
プロファイルへの割り当てができます。インフラストラクチャーの項目に
対してアクションは実行できません。

第4章 構成

89

https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_cloudforms/4.6/html-single/managing_authentication_for_cloudforms/#ldap_config


Auditor 監査目的で仮想インフラストラクチャーを表示できます。インフラストラ
クチャー項目すべてを表示できます。インフラストラクチャー項目に対し
てアクションは実行できません。

Container Administrator 全コンテナーおよび関連の基盤インフラストラクチャー上のタスクの設
定、表示、実行機能がある管理者。ノード、ポッド、プロジェクトのダッ
シュボードにアクセスできます。

Container Operator このロールは、コンテナーや基盤インフラストラクチャーに関連するタス
クを表示、実行できます。コンテナーオペレーターは、コンテナー管理者
と同じダッシュボードにアクセスできますが、機能がロックされていま
す。

Desktop VDI ページへのアクセス。

Operator 仮想インフラストラクチャーの操作を実行します。仮想インフラストラク
チャー項目を表示したり、仮想マシンの起動や停止など、これらの項目に
対してすべての機能を実行したりできます。ポリシーを割り当てできませ
んが、仮想マシンページのポリシーシミュレーションを表示できます。

Security 仮想環境のセキュリティーを強化します。ポリシープロファイルへのポリ
シーの割り当て、ユーザーアカウントの制御、仮想インフラストラク
チャーの全箇所の表示が可能です。ポリシーの作成や、仮想インフラスト
ラクチャーに対するアクションの実行はできません。

Super Administrator Red Hat CloudForms や仮想インフラストラクチャーの管理者。すべての
機能や設定エリアにアクセスにできます。

Support 診断 (ログ) などサポート部門で必要な機能にアクセスできます。すべての
インフラストラクチャー項目やログすべてを表示できます。これらの項目
に対するアクションを実行できます。

Tenant Administrator テナントに適用可能な設定を行います。ブランディングの設定、グループ/
ロールのマッピング、LDAP 認証情報の設定、ダッシュボードの設定を行
います。

Tenant Quota
Administrator

テナントのクォータ制限を設定して、CPU、メモリー、ストレージの使用
制限、仮想マシンの最大数、テンプレートの最大数を適用します。

User 仮想インフラストラクチャーのユーザー。全仮想インフラストラクチャー
アイテムを表示できますが、これらの項目に対してアクションは実行でき
ません。

User Limited Self Service 仮想マシンの制限ユーザー。要求のプロビジョニングができます。電源状
態の変更など、ユーザーが所有する仮想マシンの機能の一部にアクセスで
きます。

ロール 説明
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User Self Service 仮想マシンのユーザー。要求のプロビジョニングができます。電源状態の
変更など、ユーザーの LDAP グループが所有する仮想マシンやユーザーが
所有する仮想マシンにある機能の一部にアクセスできます。

Vm User 仮想マシンのユーザー。電源状態やコンソールの表示など、仮想マシン上
の全機能にアクセスできます。ポリシーの割り当てはできませんが、仮想
マシンページからのポリシーシミュレーションを表示できます。

ロール 説明

4.2.10. ロールの作成
ロールの作成手順

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. アクセス制御 アコーディオンメニューから ロール をクリックします。

3.  (構成) をクリックして  (新規ロールの追加) を選択します。または、新規ロールへの
選択したロールのコピー をクリックして、既存のロールを新しいロールにコピーしてくださ
い。

4. ロール情報 エリアで、新規ロールへの名前を入力します。サービス、仮想マシン、およびテン
プレートのアクセス制限 では、このロールが指定されているユーザーに対して表示する内容
を、このユーザーまたはグループが所有するリソースのみ、またはユーザーが所有するリソー
スのみに制限するのか、全リソースにするのかを選択します (None)。
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5. 製品機能 (編集可) で、適切な機能に移動して、その機能を有効化または無効化します。

6. 追加 をクリックします。

4.3. 診断
設定メニューから 構成 を選択します。診断 タブをクリックすると、サーバーごとに異なる Red Hat
CloudForms のロールやワーカーのステータス確認、ログの表示/収集、また容量と使用状況情報に
ギャップがあった場合のデータ収集を行うことができます。診断エリアは、階層形式に設計されていま
す。

リージョン レベルでは、複製ステータスの表示、VMDB のバックアップ、VMDB に対する
ガベージコレクションの実行が可能です。

ゾーン レベルでは、サーバー別の Red Hat CloudForms ロールを表示したり、ロール別
サーバーを表示したりできます。さらに、特定のゾーンにログ収集の値を設定し、容量と使用
状況のギャップデータを収集できます。

サーバー レベルでは、各サーバーのサーバーのワーカーの表示、固有のサーバーのログ収集値
の設定、現在のログの表示が可能です。

4.3.1. リージョンの診断
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コンソールを使用して、サーバーのリージョンロールに関する優先順位の設定、レプリケーションのレ
ビューやリセット、オンデマンドまたはスケジューリングベースでのデータベースのバックアップ作成
が可能です。

リージョンは主にレポート用に複数の VMDB をマスターの VMDB に集約するために使用され、ゾー
ンはサーバーの機能グループの定義に使用されます。VMDB ごとに 1 つのリージョンのみ指定できま
すが、リージョン (または VMDB) には複数のゾーンを指定することができます。サーバーロールに
よっては、同じリージョンレベルにある他の Red Hat CloudForms アプライアンスを認識するもの
もあります。つまり、リージョンレベルでは冗長およびフェイルオーバールールが適用されます。ま
た、フェイルオーバーを行うサーバーロールの優先順位を設定することもできます。

4.3.1.1. サーバーロールの優先順位

環境内で複数のサーバーに同じフェイルオーバーロールが指定されている場合には、サーバーロールの
優先順位を設定することができます。

フェイルオーバーをサポートするサーバーロールのみがプライマリーとマークすることができ
ます。これらのロールは、1 度に 1 台のサーバーのみアクティブに設定できます。ロールに
は、Notifier、Capacity & Utilization Coordinator、Event
Monitor、Scheduler、Storage Inventory、Provider Inventory が含まれます。

それ以外のサーバーロールはすべて付加的なものです。ゾーン内にそのロールが指定された
サーバーが多いと、実行できる作業が増えます。

ロールの優先順位には 3 種類あります。

Primary: 1 ゾーンに 1 つのプライマリー、1 ロールに 1 つのゾーンしか指定できません。
アプライアンスの起動時に、ロールがプライマリーに設定されているかどうか、システムが
チェックします。プライマリーに設定されている場合には、ロールはアプライアンス上で有効
になり、セカンダリーは無効になります。コンソールでは、プライマリーロールは太字で表示
されます。サーバーが停止した場合には、赤い文字で表示されます。プライマリーの優先順位
は自動では切り替わりませんので設定しなおす必要があります。

Secondary: これは、デフォルトの優先順位です。セカンダリーは複数指定できます。アプラ
イアンスの起動時に、ゾーン内にプライマリーがない場合は、最初に起動したアプライアンス
がプライマリーのロールを取得します。コンソールでは、セカンダリーロールには通常
「secondary」の文字が表示されます。

Tertiary: プライマリーロールまたはセカンダリーロールのアプライアンスがダウンしている
場合は、ターシャリーの 1 つが有効になります。ターシャリーがある理由は、Privider
Inventory や Event Monitor などの極めて重要なロールが指定されたサーバーがダウンし
た場合に、優先順位を整理して、異なるアプライアンスにこれらのロールを関連づける手段を
確保するためです。コンソールでは、ターシャリーロールは単に動作中として表示されます。

4.3.2. リージョン対応のサーバーロール

ロール リージョンごとに 1 つ
以上のロールを指定可能
か

優先順位セットを指定で
きるか

Automation Engine Y N

Database Operations Y N
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Notifier N Y

Reporting Y N

Scheduler N Y

User Interface Y N

Web Services Y N

ロール リージョンごとに 1 つ
以上のロールを指定可能
か

優先順位セットを指定で
きるか

4.3.3. フェイルオーバーロールの優先順位の設定
フェイルオーバーロールの優先順位の設定方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 希望するサーバーの表示方法により、サーバー別ロール タブまたは ロール別サーバー タブを
選択します。

4. ゾーン: Default Zone にある サーバー別ロール の ステータス で、優先順位を設定する
ロールをクリックします。

5.  (構成) と  (サーバーのプロモート) をクリックして、このサーバーをこのロールでの
プライマリーサーバーに指定します。

6.  構成 をクリックしてから、  選択したサーバーのデモート をクリックして、このロー
ルのサーバーに指定されている優先順位を下げます。

4.3.4. ゾーンの診断
コンソールでは、サーバーに割り当てられたサーバーロールが実行中である場合に、これらすべての
ロールを表示できます。異なるサーバーロールが指定されたサーバーが複数ある場合に便利です。ゾー
ン毎に全ログの収集先となる中央の場所を設定して、足りない容量と使用状況データを収集することも
できます。

4.3.4.1. サーバーロールのステータス表示

サーバーロールのステータス表示方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 希望するサーバーの表示方法により、サーバー別ロール または ロール別サーバー を選択しま
す。
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4.3.4.2. ゾーン対応のサーバーロール

ロール リージョンごとに 1 つ
以上のロールを指定可能
か

優先順位セットを指定で
きるか

Automation Engine Y N

Capacity & Utilization Coordinator N Y

Capacity & Utilization Data Collector Y N

Capacity & Utilization Data Processor Y N

Database Operations Y N

Event Monitor N Y

Provider Inventory N Y

Provider Operations Y N

Notifier N Y

Reporting Y N

Scheduler N Y

SmartProxy Y N

SmartState Analysis Y N

User Interface Y N

Web Services Y N

4.3.4.2.1. 休止中のサーバーの削除

休止中のサーバーの削除方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. ツリービューでサーバー名をクリックします。

4.  (サーバーの削除) をクリックします。このボタンは、サーバーが休止状態の場合のみ使用
できます。
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4.3.4.3. ゾーンのログ収集

中央の VMDB 1 つにレポートするサーバーが複数ある場合は、サーバーのコンソールから設定ファイ
ルとログを収集することができます。ゾーンまたはサーバーレベルでこれを設定できますが、サーバー
レベルは、ゾーンレベルよりも優先されます。

ログデポのオプションには以下が含まれます。

匿名 File Transfer Protocol (FTP)

File Transfer Protocol (FTP)

Network File System (NFS)

Red Hat Dropbox

Samba

これらの共有の 1 つを設定する必要がある場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。ま
た、その場所への書き込み権限があるユーザーが必要です。

4.3.4.3.1. ログデポの場所設定

ログデポの場所の設定方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. ログの収集 をクリックします。

4.  (編集) をクリックします。

5. 共有の タイプ を選択します。 

6. デポサーバーの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使用して、URI の適切な設定を入力します。
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7. 必要に応じて ユーザー名 および パスワード を入力し、検証 をクリックして設定を確認して
ください。

8. 保存 をクリックします。

4.3.4.3.2. ゾーンにある全サーバーからのログ収集およびダウンロード

ゾーンにある全サーバーからログを収集してダウンロードする方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. ログの収集 タブをクリックします。

4.  (すべてのログの収集) をクリックします。ログディレクトリーの全ファイルと設定ファイ
ルが選択したゾーンから収集されます。

5. OK をクリックします。ログの取得ステータスが Red Hat CloudForms コンソールに表示
されます。

4.3.4.4. 容量と使用状況データの修復

特定の状況下で、Red Hat CloudForms が容量と使用状況データを収集できなくなる可能性があり
ます。これは、ネットワークの接続性、パスワードの失効、クラウドプロバイダーの権限の変更に加
え、このような変更が Red Hat CloudForms サービスアカウントに十分な粒度を提供できないこと
が原因の可能性があります。ギャップデータは、月次パフォーマンスデータを抽出して直接収集しま
す。ギャップ収集は、ゾーン毎に個別に完了するため、以下の手順はゾーン別で繰り返し実行する必要
があります。

4.3.4.4.1. 容量と使用状況データの修復

容量と使用状況データの修復方法:

1. データを収集するゾーン内の Red Hat CloudForms アプライアンスにログインします。

2. 設定メニューから 構成 を選択します。

3. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

4. C & U ギャップ収集  をクリックします。

a. 適切な タイムゾーン を選択します。

注記

Red Hat サポートからの指示がない限り、1 週間以上を選択しないでくだ
さい。

b. 開始日 を選択します。

c. 終了日 を選択します。

5. 送信 をクリックします。
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このゾーンのギャップ収集が完了したら、次のゾーンについても同じ手順を繰り返してください。クラ
スターページに移動して、指定期間の容量と使用状況データの有無を確認して、完了していることを
チェックできます。

4.3.5. サーバーの診断
サーバーの 診断 では、サーバーで実行中の Red Hat CloudForms ワーカーのステータス表示、そ
のサーバーのみのログ収集の設定、サーバーの現在の Red Hat CloudForms および監査ログの表示
が可能です。

4.3.5.1. ワーカー

ワーカー タブでは、Red Hat CloudForms ワーカーのステータス表示および再起動が可能です。

以下の項目の追加情報の表示および再起動が可能です。

容量と使用状況データを収集する C & U Metrics Collectors

収集した容量と使用状況データを処理する C & U Metrics Processors

Event Monitor から VMDB にイベントを配置してその情報をもとに Red Hat
CloudForms 処理を起動する Event Handlers

外部クラウドプロバイダーと通信して最新のイベント情報を配信する Event Monitors

長期にわたるプロセスや優先順位の高いプロセスを実行する Generic Workers

優先順位が高く、短い処理を実行する Priority Workers

スケジュールベースで実行する項目を維持管理する Schedule Workers

クラウドプロバイダーへの単一の接続を維持管理する Session Broker

プロセスの更新を実行する Refresh Workers

レポートを生成する Reporting Workers

仮想マシンで SmartState 分析を実行する SmartProxy Workers

コンソールへのユーザーアクセスを許可する User Interface Worker

Red Hat CloudForms Web サービスを維持管理する Web Services Worker

仮想マシンの SmartState 分析を実行、処理する VM Analysis Collectors

4.3.5.1.1. ワーカーの表示の再読み込み

ワーカーの表示の再読み込み方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. ワーカー タブをクリックします。
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5.  (現在のワーカー表示のリロード) をクリックします。

4.3.5.1.2. ワーカーの再起動

ワーカーの再起動方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. ワーカー タブをクリックします。

5. 再起動するワーカーをクリックします。

6.  (設定) から  (選択したワーカーの再起動) をクリックします。

7. OK をクリックします。

4.3.5.2. サーバーおよび監査ログ

4.3.5.2.1. サーバーログおよび設定ファイルの収集

特定のゾーン内にある全サーバーのログを収集する中央の場所を指定することができますが、特定の
サーバー向けに、これらの値を上書きすることができます。これには、ファイルを保存するログデポの
場所を指定します。

ログデポのオプションには以下が含まれます。

匿名 File Transfer Protocol (FTP)

File Transfer Protocol (FTP)

Network File System (NFS)

Red Hat Dropbox

Samba

これらの共有の 1 つを設定する必要がある場合は、ネットワーク管理者にお問い合わせください。ま
た、その場所への書き込み権限があるユーザーが必要です。サーバーレベルの設定は、ゾーンレベルの
設定よりも優先されます。

4.3.5.2.2. 特定のサーバーのログデポの場所設定

特定のサーバーのログデポの場所を設定する方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. ログを収集するサーバーを選択します。

4. ログの収集 タブをクリックします。
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5.  (選択したログデポ設定の編集) をクリックします。

6. 共有の タイプ を選択します。

7. デポサーバーの完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使用して、URI の適切な設定を入力します。

8. ユーザー名およびパスワードを入力して 検証 をクリックして設定を確認します。

9. 保存 をクリックします。

4.3.5.2.3. サーバーの現在のログセットの収集

サーバーの現在のログセットを収集する方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. ログを収集するサーバーを選択します。

4. ログの収集 タブをクリックします。

5.  (収集) をクリックして、  (現在のログの収集) をクリックします。現在のログファイ
ルと設定ファイルがすべて収集されます。

6. OK をクリックします。ログの取得ステータスが Red Hat CloudForms コンソールに表示
されます。

4.3.5.2.4. サーバーからの全ログセットの収集

サーバーから全ログセットを収集する方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. ログを収集するサーバーを選択します。
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4. ログの収集 をクリックします。

5.  (収集) をクリックして、  (すべてのログの収集) をクリックします。ログディレクト
リー内の全ファイルおよび設定ファイルが収集されます。

6. OK をクリックします。ログの取得ステータスが Red Hat CloudForms コンソールに表示
されます。

4.3.5.2.5. サーバー、監査、Production ログの表示

サーバーおよび監査ログは日次でロールオーバーします。以前のログは /var/www/miq/vmdb/log
フォルダーに zip ファイルとして保存されます。設定のメニューで 構成 をクリックしてから 診断 の
アコーディオンをクリックすると、現在のログを簡単に表示/ダウンロードできます。

サーバーログを使用して、SmartProxy およびタスクの通信などサーバーが行うアクションすべてを
表示します。

4.3.5.2.6. サーバーログの表示

サーバーログの表示方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. CFME ログ をクリックします。

Red Hat CloudForms サーバーは自動的に最新のログ 1000 行分を取得します。

4.3.5.2.7. サーバーログのリロード

サーバーログのリロード方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. CFME ログ をクリックします。

5.  (ログ表示のリロード) をクリックします。

4.3.5.2.8. サーバーログのダウンロード

サーバーログをダウンロードする方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。
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4. CFME ログ をクリックします。

5.  (EVM ログファイル全体のダウンロード) をクリックします。

注記

監査ログ を使用して、ユーザーインターフェースと認証に加えた変更を確認します。

4.3.5.2.9. 監査ログの表示

監査ログの表示方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. 監査ログ をクリックします。

サーバーは自動的に最新のログ 1000 行分を取得します。

4.3.5.2.10. 監査ログのリロード

監査ログのリロード方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. 監査ログ をクリックします。

5.  (監査ログ表示のリロード) をクリックします。

4.3.5.2.11. 監査ログのダウンロード

監査ログのダウンロード方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断アコーディオンをクリックして、表示するゾーンをクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. 監査ログをクリックします。

5.  (監査ログファイル全体のダウンロード) をクリックします。

4.3.5.2.12. Production ログの表示

Production ログを使用して、コンソールで実行するアクションすべてを表示します。
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Production ログの表示方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. Production ログ  をクリックします。

Red Hat CloudForms サーバーは自動的に最新のログ 1000 行分を取得します。

4.3.5.2.13. Production ログのリロード

Production ログのリロード方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断アコーディオンをクリックして、表示するゾーンをクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. Production ログ  をクリックします。

5.  (Production ログ表示のリロード) をクリックします。

4.3.5.2.14. Production ログのダウンロード

Production ログのダウンロード方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックして、表示する ゾーン をクリックします。

3. 表示するサーバーを選択します。

4. Production ログ  をクリックします。

5.  (Production ログファイルのダウンロード) をクリックします。

4.4. DATABASE OPERATIONS

4.4.1. VMDB の情報の表示
データベース のアコーディオンメニューでは、VMDB 情報の概要、全テーブルおよびインデックスの
一覧、テーブルの設定、アクティブなクライアント接続、データベースの使用状況が表示されます。

VMDB に関する情報を表示する方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. データベース のアコーディオンメニューをクリックします。

3. 左側のツリービューで VMDB をクリックします。
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4. 適切なタブをクリックして、希望の情報を表示します。

概要: データベースの統計を表示します。

テーブル: 全テーブルの一覧を表示します。各項目はクリックできます。

インデックス: 全インデックスの一覧を表示します。各項目はクリックできます。

設定: 全テーブル、説明、その他有益な情報の一覧を表示します。

クライアント接続: VMDB への現在の接続をすべて表示します。

使用状況: ディスクとインデックスノードの使用料金を表示します。

4.4.2. データベースのリージョンおよびレプリケーション
リージョンは、レポートとチャート用の中央データベースの作成に使用されます。SmartState 分析
や、容量と使用状況データの収集などのオペレーションタスクには、最上位のデータベースは使用しな
いでください。リージョンに参加する各サーバーに、リージョン化プロセスで一意の番号が割り当てて
から、下位のリージョンが最上位のリージョンに対して複製を実行するように設定します。

重要

複数のリージョンが含まれるデプロイメントの Red Hat CloudForms のデータベー
スはすべて、同じセキュリティーキーを使用する必要があります。

4.4.2.1. リージョンの作成

原則として、リージョンで初めてのアプライアンス上に、Red Hat CloudForms 環境を設定する
と、リージョンが 1 つ作成されますが、データベースがすでに設定されているアプライアンスにも
リージョンを作成することができます。このプロセスでは、新しいリージョン番号に対応できるよう
に、既存のデータベースをドロップしてリビルドします。このプロセスは完了まで数分かかります。

警告

以下の手順を実行すると、既存のデータは破棄され、元に戻すことはできません。
既存のデータベースをバックアップしてから続行してください。デフォルトでは、
新しいアプライアンスにはリージョン 0 が割り当てられます。リージョン番号が
重複すると、データベースのデータの整合性が保たれなくなる可能性があるので、
リージョンの作成時にこの番号は使用しないでください。

1. root ユーザーとしてアプライアンスにログインします。

2. appliance_console と入力して Enter を押してください。

3. 任意のキーを押します。

4. Stop EVM Server Processes を選択します。

5. Y を入力して確定します。


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6. Configure Database を選択します。

7. 環境で使用していないデータベースのリージョン番号を入力します。データが破損する可能性
がありますので、重複するリージョン番号は入力しないでください。

8. Y を入力して確定します。

9. すべての処理の完了後に、メニューが再度表示されます。

10. Start EVM Server Processes を選択します。

11. Y を入力して確定します。

12. Quit を選択して、詳細設定メニューを終了します。

4.4.3. データベースのレプリケーションおよび中央管理の設定
データベースのレプリケーションを設定するには、グローバルコピーとして機能する Red Hat
CloudForms インスタンスを 1 台と、リモートコピーとして機能する他のインスタンスを 1 台以上
設定する必要があります。このデータベースレプリケーションのリレーションシップは、同じバージョ
ンの Red Hat CloudForms インスタンスでしか設定できません。

注記

このバージョンの CloudForms で、データベースの複製を設定すると自動的に、一元
的に管理され、他に設定をする必要がありません。

Red Hat CloudForms で一元管理すると、ライフサイクル管理がサポートされるので、グローバル
コピーではじめ、リモートコピーで処理、実行できます。

重要

最低でもリモートコピーを 1 台設定してからでないと、グローバルコピーを設
定できません。Red Hat CloudForms インスタンスのロールの変更が有効に
なるまで数分かかります。

リージョン番号は、レプリケーションが設定される Red Hat CloudForms
インスタンスごとに一意となっています。リージョンの作成方法に関する説明
は「リージョンの作成」を参照してください。

4.4.3.1. リモートコピーの設定

グローバルコピーへのデータの複製元となるリモートコピーとして機能する Red Hat CloudForms
インスタンスを設定します。

1. 設定メニューに移動します。

2. 構成 をクリックします。

3. 設定 のアコーディオンメニューをクリックします。

4. インスタンスが配置されているリージョンをクリックします。

5. レプリケーション をクリックします。
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6. タイプ 一覧から Remote を選択します。

7. 保存 をクリックします。

4.4.3.2. グローバルコピーの設定

リモートコピーからの複製先となるグローバルコピーとして機能する Red Hat CloudForms インス
タンスを設定します。

1. root ユーザーとしてアプライアンスにログインします。

2. appliance_console と入力して Enter を押してください。

3. レプリケーション をクリックします。

4. タイプ 一覧から Global を選択します。

5. サブスクリプションの追加 をクリックします。

a. データベース フィールドには、リモートコピー上のデータベース名を入力します。

b. ホスト フィールドで、リモートコピーの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力し
てください。

c. ユーザー名 フィールドには、データベースにアクセス可能なデータベースのユーザー名を
入力します。

d. パスワード フィールドには、データベースユーザーのパスワードを入力します。

e. ポート フィールドには、データベースへのアクセスに使用するポートを入力します。

f. アクション で 承認 をクリックします。必要な場合はサブスクリプションを 更新 するか、
右上のメニューをクリックして 検証 または 破棄 することもできます。

6. 保存 をクリックします。

注記

Red Hat CloudForms インスタンスをグローバルコピーとして機能するように設定
するか、1 つ以上の他のインスタンスをリモートコピーとして機能するように設定した
ら、初期データ同期完了後に中央管理を有効にすることができます。

これで、お使いのインスタンス上でデータベースの複製と中央管理が有効になりました。中央管理で
は、仮想マシンの電源操作およびリタイアメントを含むライフサイクル管理操作がサポートされます。
この操作は、グローバルコピーから開始し、リモートコピーでプロセス、実行することができます。
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この機能の概要は、『Deployment Planning Guide』の「Centralized Administration」を
参照してください。

4.4.3.3. データベースのレプリケーションのリセット

グローバルコピーからサブスクリプションを削除して、有効化しなおすことで、グローバルコピーとリ
モートコピーの間のレプリケーションのリレーションシップをリセットすることができます。

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 設定 のアコーディオンメニューをクリックします。

3. インスタンスが配置されているリージョンをクリックします。

4. レプリケーション をクリックします。

5. サブスクリプションを削除します。

a. サブスクリプションをリセットするアクションのボタンをクリックします。

b. OK をクリックします。

6. 保存 をクリックします。

7. サブスクリプションを再度追加します。

a. サブスクリプションの追加 をクリックします。

b. データベース フィールドには、リモートコピー上のデータベース名を入力します。

c. ホスト フィールドで、リモートコピーの IP アドレスまたは完全修飾ドメイン名を入力し
てください。

d. ユーザー名 フィールドには、データベースにアクセス可能なデータベースのユーザー名を
入力します。

e. パスワード フィールドには、データベースユーザーのパスワードを入力します。

f. ポート フィールドには、データベースへのアクセスに使用するポートを入力します。

8. 保存 をクリックします。

4.4.4. データベースのバックアップおよび復元

4.4.4.1. 単一のデータベースのバックアップ実行

単一のデータベースバックアップの実行方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックし、リージョン 名をクリックします。

3. データベース タブをクリックします。

4. バックアップのスケジュールをすでに作成しており、この同じデポ設定を使用するには、バッ
クアップスケジュール ボックスでスケジュールを選択してください。
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5. バックアップスケジュールの設定を使用しない場合は、データベースのバックアップ設定 ボッ
クスのタイプのドロップダウンリストから、バックアップを保存するサーバータイプを選択し
ます。Network File System (NFS) または Samba を使用できます。

Samba を選択する場合は URI、ユーザー名、有効な パスワード を入力します。検証 を
クリックして、設定を確認します。

Network File System を選択する場合は URI を入力します。

6. 送信 をクリックして、データベースのバックアップを実行します。

4.4.4.2. バックアップからのデータベースの復元

データベースが破損している場合や機能しない場合には、バックアップからデータベースを復元するこ
とができます。ローカルファイル、NFS、Samba からバックアップを復元できます。

バックアップからのデータベースの復元方法:

1. バックアップファイルを /tmp/evm_db.backup として保存します。Red Hat
CloudForms は、ローカルバックアップからデータベースを復元する際には、このファイル
だけを検索します。

2. 高可用性環境でデータベースのバックアップを復元する場合には regmgrd サービスを停止し
ます。他の CloudForms 設定では必要ありません。

# systemctl stop rh-postgresql95-repmgr

3. root ユーザーとしてアプライアンスにログインします。

4. appliance_console と入力して Enter を押してください。

5. Stop EVM Server Processes を選択して、この VMDB に接続する全サービスのプロセス
を停止します。

6. Y を入力して確定します。

7. 全プロセスが停止してから、Enter を押してメニューに戻ります。

8. もう一度 Enter を押して手動で設定を行います。

9. Restore Database From Backup を選択して、Restore Database File メニューで
バックアップの復元ファイルの場所を指定します。

a. データベースのバックアップファイルを /tmp/evm_db.backup として保存した場合
は、Local file を選択します。Network File System (nfs) または Samba (smb)
から復元することも可能です。

b. バックアップファイルの場所を指定します。

注記

接続が確立されており、かつサーバーがシャットダウン中の場合には、アプ
ライアンスコンソールメニューの反応が遅くなる場合があります。遅くなっ
た場合には、1 分ほど待ってから再度お試しください。
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10. 復元後にデータベースバックアップを保持するには Y を入力し、削除するには N を入力しま
す。

11. Y を入力して確定します。

12. バックアップが完了したら、Enter を押してメニューに戻ります。

13. もう一度 Enter を押して手動で設定を行います。

14. Start EVM Server Processes を選択して、この VMDB に接続する全サービスのプロセ
スを再起動します。

15. Y を入力して確定します。

16. 高可用性環境でデータベースのバックアップを復元する場合には regmgrd サービスを起動し
ます。他の CloudForms 設定では必要ありません。

# systemctl start rh-postgresql95-repmgr

4.4.5. バイナリーのバックアップとデータベースの復元
バイナリーをバックアップして、ファイルシステムレベルでデータを保存します。これには、データ
ベース、ユーザー、ロール、その他のオブジェクトすべてが含まれます。

注記

以下の手順では、pg_basebackup ユーティリティーで、リモートのデータベースを
バックアップし、代わりの全 PostgreSQL データディレクトリーを作成して、バック
アップ完了時のデータベースの状態をそのままキャプチャーします。pg_basebackup
ユーティリティーに関する情報は、PostgreSQL ドキュメントを参照してください。

4.4.5.1. バイナリーのバックアップ

バイナリーをバックアップして、CloudForms のバックアップディレクトリーに gzip tar ファイル
として保存します。

重要

この手順では、Replication パーミッションが指定された、PostgreSQL スーパー
ユーザーまたはユーザーが必要です。

1. root ユーザーとしてデータベースサーバーに SSH で接続して、 PostgreSQL スーパー
ユーザーの認証情報を入力しなす。

2. pg_basebackup コマンドを実行してバックアップを作成します。

# pg_basebackup -x -h hostname -U root -Ft -z -D filename

ここでは、

-h hostname

データベースサーバーの IP アドレスを指定します。
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-D filename

作成したディレクトリーの名前を指定して、バックアップを含めます。

4.4.5.2. バックアップからのデータベースの復元

以下の手順を使用して、PostgreSQL バイナリーバックアップを復元します。このプロセスでは、
データを復元する前に、EVM と PostgreSQL サービスを停止する必要があります。

1. 既存のバックアップを復元先の仮想マシンにコピーします。

# scp filename/base.tar.gz root@hostname:/var/www/miq

2. 復元先の仮想マシンに SSH 接続します。

# ssh root@hostname

3. EVM および PostgreSQL サーバー両方を停止します。

# systemctl stop evmserverd
# systemctl stop $APPLIANCE_PG_SERVICE

4. 既存のデータディレクトリーの名前を変更します。

# mv /var/opt/rh/rh-postgresql95/lib/pgsql/data /var/opt/rh/rh-
postgresql95/lib/pgsql/data.backup

5. 新たにデータディレクトリーを作成します。

# mkdir /var/opt/rh/rh-postgresql95/lib/pgsql/data

6. tar ファイルをこの新しいディレクトリーに展開します。

# tar -xzf /var/www/miq/base.tar.gz -C /var/opt/rh/rh-
postgresql95/lib/pgsql/data

7. パーミッションを修正します。

# chown postgres:postgres /var/opt/rh/rh-postgresql95/lib/pgsql/data
# chmod 700 /var/opt/rh/rh-postgresql95/lib/pgsql/data

8. PostgreSQL および EVM サーバーを再起動します。

# systemctl start $APPLIANCE_PG_SERVICE
# systemctl start evmserverd

4.4.6. データベースガベージコレクションの実行
データベースサーバーは、ガベージを自動的に収集しますが、Red Hat は VMDB の未使用の容量を
解放するために、手動でデータベースのガベージコレクションを実行するように指示される場合があり
ます。
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データベースガベージコレクションの実行方法:

1. 設定メニューから 構成 を選択します。

2. 診断 アコーディオンメニューをクリックし、リージョン 名をクリックします。

3. データベース タブをクリックします。

4. データベースガベージコレクションを今すぐ実行 ボックスで、送信 をクリックします。

4.4.7. データベースのパスワード変更

4.4.7.1. データベースアプライアンスでのパスワード変更

Red Hat CloudForms は、内部 PostgreSQL データベースのデフォルトのデータベースパスワー
ドを提供します。

パスワードを変更するには、Red Hat CloudForms サービスを停止して、PostgreSQL データ
ベースのパスワードを変更します。そして、evmserverd がサーバーにアクセスする際に使用する設
定ファイルのパスワードを変更するコマンドを実行して、Red Hat CloudForms アプライアンスを
再起動する必要があります。

1. Red Hat CloudForms サービスを停止します。

a. アプライアンスへ SSH で接続します。

b. Red Hat CloudForms サービスを停止するには、以下のコマンドを実行します。

service evmserverd stop

2. pgadmin を使用して、Red Hat CloudForms データベースのパスワードを変更します (デ
フォルトは vmdb_production)。pgadmin がない場合は、以下を実行してパスワードを変更
してください。

psql -U root -d vmdb_production

a. vmdb# のプロンプトで、以下を入力します。

ALTER USER root WITH PASSWORD 'newpassword';

b. psql を終了するには、以下を入力します。

\q

3. evmserverd がサーバーにアクセスする際に使用する設定ファイルのパスワードを変更しま
す。

/var/www/miq/vmdb/tools/fix_auth.rb --databaseyml --password 
newpassword

4. Red Hat CloudForms サービスを再起動します。

service evmserverd start
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5. Red Hat CloudForms コンソールにログインできることを確認します。

4.4.7.2. ワーカーアプライアンスでのパスワードの変更

1. Red Hat CloudForms サービスを停止します。

a. アプライアンスへ SSH で接続します。

b. Red Hat CloudForms サービスを停止するには、以下のコマンドを実行します。

service evmserverd stop

2. evmserverd がサーバーにアクセスする際に使用する設定ファイルのパスワードを変更しま
す。

/var/www/miq/vmdb/tools/fix_auth.rb --databaseyml --password 
newpassword

3. Red Hat CloudForms サービスを再起動します。

service evmserverd start

重要

レプリケーションの要件

リモートデータベース上のパスワードを変更する場合には、サブスクリプション
でパスワードを変更する必要があります。

4.4.8. デフォルト以外のパスワードで既存のリージョンに新しいアプライアンスを追
加する手順

1. 新規アプライアンスを作成します。

2. アプライアンスを起動しますが、設定オプションには移動せずに、SSH で新しいアプライアン
スに接続します。

3. /var/www/miq/vmdb ディレクトリーに、REGION と呼ばれるファイルを作成します。この
ファイルは、参加するリージョンの数だけ含めます (VMDB アプライアンスから REGION
ファイルをコピーするだけでも構いません)。

4. /var/www/miq/vmdb ディレクトリーの database.yml ファイルを編集します (オリジ
ナルのファイルを元に保存するといいでしょう)。

a. "production" セクションの内容を "base" セクションの内容に置き換えます。

b. VMDB をホストするアプライアンスの IP と同じになるように "host" パラメーターを編
集します。

c. 新しい database.yml を保存します。

5. 以下のコマンドを実行して evmserverd がサーバーにアクセスする際に使用する設定ファイ
ルのパスワードを変更します。
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/var/www/miq/vmdb/tools/fix_auth.rb --databaseyml --password 
newpassword

6. 新しいワーカーノードを再起動します。

service evmserverd restart

4.4.9. データベースメインテナンスのスケジュール設定
データベースの時間ごとまたは定期的メンテナンスは、アプライアンスコンソールでスケジュール設定
ができます。PostgreSQL データベースのメンテナンスを定期的に実行すると、より反応のよい
Red Hat CloudForms 環境を維持できます。

インデックスの再作成などのデータベースの時間ごとのメンテナンスタスク実行は、メトリックやワー
カー、サーバーといった非常にアクティブなデータベーステーブルに有用です。

空のメトリックテーブルを切り詰めたり、データベースの再構成を実行する際にも定期的なデータベー
スのメンテナンスは有効です。定期メンテナンスは毎時、毎日、毎週、毎月に決まった時間や特定の日
に実行するよう設定できます。

注記

定期メンテナンスは、その実行中にアプライアンスのパフォーマンスに影響を及ぼしま
す。Red Hat では、定期メンテナンスは時々、また営業時間外にスケジュールするこ
とを推奨しています。

データベースの定期メンテナンスを設定するには、以下を実行します。

1. root ユーザーとしてアプライアンスにログインします。

2. appliance_console と入力して Enter を押してください。

3. 任意のキーを押します。

4. Configure Database Maintenance を選択して、ダイアログでデータベースの自動メン
テナンススケジュールを設定します。

a. Configure Hourly Database Maintenance? では、y または n を入力します。

b. Configure Periodic Database Maintenance? では、y または n を入力します。

これに続くオプションは選択した定期メンテナンスの頻度によって異なり、同じダイアログを使用して
指定します。設定が完了すると、"Database maintenance configuration updated" のメッ
セージが表示されダイアログが終了します。

定期メンテナンスを再設定するには、アプライアンスのコンソールメニューから Configure
Database Maintenance に入り、設定ダイアログで既存の設定を解除することを確認します。こ
れで、現行の設定が削除されます。

データベースの新規のメンテナンススケジュールを設定するには、Configure Database
Maintenance メニューに入り、ダイアログで値を設定します。
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第5章 SMARTPROXIES
埋め込みの SmartProxy は、ホストに登録されている仮想マシンやプロバイダーに関連付けられて
いるテンプレートを分析することができます。

5.1. コンソールからの SMARTPROXY のインストール
サーバーには、SmartProxy バージョンが 1 つ利用できる状態で提供されます。ESX サーバーの
バージョン 3.0.2、3.5、4 にもインストールすることができます。

重要

Red Hat に問い合わせてから、ESX サーバーに新しい SmartProxy をインストー
ルするようにしてください。

前提条件:

ESX で SSH (Secure Shell) を有効化しておく必要があります。通常 SSH のポートは 22
です。

SmartProxy をインストールおよび実行するための空き容量 300 MB

管理者または root の権限

ホストは、検出または手動で VMDB に追加しておく必要があります。

5.2. 対象ホストの認証情報とオペレーティングシステムの入力
対象のホストの認証情報とオペレーティングシステムを設定して、SmartProxy のインストールの準
備をします。

インストール先のホストの認証情報と、オペレーティングシステムを入力します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順でナビゲートします。

2. 編集するホストを選択します。

3.  構成 から、  (この項目の編集) をクリックします。

4. エンドポイント エリアの デフォルト タブをクリックして、ログイン認証情報を入力します。
ドメインの認証情報を使用している場合は、ユーザー ID は <domainname>\<username> の
形式で入力してください。ESX ホストでは、デフォルトユーザーの SSH ログインが向こうに
なっている場合は、リモートログイン タブをクリックして、リモートログインアクセスを使用
するユーザーを入力します。
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重要

ターゲットが Windows ホストの場合は、Windows プロキシーとターゲッ
トの間のネットワーク接続をすべて切断します。既存の接続がコンソールで設定
したものとは違う認証情報を使用している場合は、インストールに失敗する可能
性があります。

5. 検証 をクリックして認証情報を検証します。

6. ホスト検出 や プロバイダーの更新 で検出せずに手動でホストを追加した場合には、ホストプ
ラットフォーム のドロップダウンボックスからホストのオペレーティングシステムを選択し
て、ホストプラットフォームが利用できるようにしてください。

7. 保存 をクリックします。

Windows ホスト上にリモートでインストールする場合は、SmartProxy ファイルを最初に
Windows プロキシーにコピーします。次に、そのコンピューターにより、このファイルがターゲッ
トホストにインストールされます。Windows プロキシーは、デフォルトのリポジトリー
SmartProxy のボックスを選択する場合と同じです。これは、構成 を選択してから対象のサーバー
をクリックすると、サーバー タブの サーバー制御 のセクションにあります。
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第6章 情報
Red Hat CloudForm のユーザーインターフェースの右上にあるクエスチョンマークのアイコン (

 ) をクリックすると、Red Hat CloudForms のドキュメントおよび Red Hat カスタマー
ポータルへのリンクと、CloudForms の現在のセッションについての情報を表示するドロップダウン
メニューが表示されます。

ドキュメント をクリックすると、ガイドの一覧が表示されます。ドキュメントのタイトルをク
リックすると、Web ブラウザーの新しいタブに PDF 版のドキュメントが表示されます。

Red Hat Customer Portal をクリックすると、Web ブラウザーの新しいタブに Red
Hat カスタマーポータルのページが 表示されます。

情報 をクリックすると、CloudForms のバージョンとログインユーザーのセッションについ
ての情報を示すポップアップウィンドウが表示されます。
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第7章 RED HAT INSIGHTS
Red Hat Insights は、Red Hat 認定エンジニアが収集したナレッジを活用してユーザーが先を見
越したシステムを診断したり、クリティカルなダウンタイムが発生する状況を回避したりしやすくする
ためのサービスです。Red Hat Insights は、Red Hat サブスクリプション管理と同様に定期的に
システムをチェックすることで実行します。

Red Hat Insights のダッシュボードは使いやすく、これにより、システム管理者や IT オペレー
ションマネージャーが迅速に主要リスクを特定して安定性、セキュリティー、パフォーマンスを確保で
きます。ディスプレイを一目みて、カテゴリー別の分類、影響および解決の詳細表示を行い、どのシス
テムが影響を受けているのか素早く判断することができます。

注記

Red Hat Insights を使用するには、CloudForms アプライアンスは Red
Hat サブスクリプション管理または Satellite (バージョン 6.1 以降) に登録
している必要があります。

Red Hat Insights は、Red Hat CloudForms の本リリースではテクノロ
ジープレビューとして提供されています。テクノロジープレビューとされている
機能のサポート範囲に関する情報は、「テクノロジプレビュー機能のサポート範
囲」を参照してください。

Red Hat Insights プラグインには以下のオプションが含まれています。

アクション

概要

Rules

インベントリー

以下のセクションでは、これらのタブについて詳しく説明します。

7.1. 概要タブ
概要タブでは、以下の情報の概要が表示されます。

Red Hat Insights の現サービスのリリース情報: 最新の情報や関連情報へのリンクが表示さ
れます。

アクションの概要: 問題の評価、デプロイメントに影響を与える重大度によるランク付けが表
示されます。クリックして利用可能なアクションを表示します。

最新システム: デプロイメントに、直近に登録されたシステムをレビューをします。クリック
して、インベントリーを表示します。

サービスの最適化: 問題のカテゴリー、影響を受けるシステム数を表示します。問題は、パ
フォーマンス、セキュリティー、安定性、可用性に分類されます。報告された問題をクリック
して詳細情報を表示します。

7.2. アクションタブ
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アクションタブでは、システムに関連する脆弱性の数、カテゴリー、重大度の高いリスクをひと目で確
認できます。注目のトピック セクションには、システムが直面する関連のリスクや、問題解決のため
のアクションがまとめられています。

7.2.1. アクションの詳細
アクションタブで問題タイプをクリックして、リスクのあるシステムの情報を一覧で表示できます。
ルールの一覧は、脆弱性のあるシステムごとに適用されます。さらに、監視しているシステムに対する
Likelihood、Impact および Total Risk について、ルールが評価されます。

7.3. RULES タブ
Rules は、お客様がアップロードしたアーカイブで動作するルールを簡単に追加することができま
す。また、開発者は 1 度に 1 つのアーカイブにフォーカスすることも、大量のデータを処理すること
も可能です。

ルールタブでは、ルールと関連付けられたシステムを検索、絞り込むツールを提供します。各ルール
は、Impact、Likelihood、Total Risk および評価済みの Risk of Change の情報を視覚的に表
示して、影響のあるシステムへのリンクを提供します。このビューからルールを有効化または無効化し
ます。

7.3.1. States (状態)
管理目的として、ルールは以下の有効な状態 4 つの中の 1 つに設定することができます。

Active: Master ブランチにプッシュされ、prod に入り、コンテンツが承認されたルール。
この状態のルールのみが唯一お客様に表示されます。

Needs Content: システムが特定したプラグインは Master ブランチに入っており、ヒッ
トが確認されているが、それらに対するエントリーやコンテンツが記載されていない

Inactive: Needs Content からルールが作成されると、デフォルトで Inactive に移動さ
れます。Inactive は、ルールの書き込み時や、顧客の目に触れないように Active なルール
を一時的に削除する際に、さらに作業の完了が必要な場合にステージングエリアとして使用で
きます。

Retired: すでに使用されていないプラグインまたはエラー情報。この状態のルールは削除で
きます。

7.3.2. 表示される情報
以下の情報がルールごとに一覧で利用できます。

Error Key: プラグインが検出の警告の際に渡すリターンキー

Plugin - Master ブランチに配置されているプラグインの名前。例: plugin.swappiness
== plugins/swappiness.py

Description: 問題のドリルダウンの際に顧客に表示される 50 文字のタイトル

Category: Security、Stability、Performance.

Severity: Warn、Error、Info.

Count: ルールが最後に実行された時にプラグインが検出されたホストの数
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7.4. インベントリータブ
インベントリータブは、お使いのシステムの問題の検出に役立ちます。このタブでは、システムのホス
ト名、システムのタイプ、最後のチェックイン時間、ステータスが表示されます。アクションが必要な

全システムは  (Actions) で、問題なく機能中でアクションが必要のない全システムは  (No
Actions) で一覧をフィルタリングできます。システムの状態 や システムヘルス 属性で一覧を絞り込
むか、検索ツールを使用してインベントリー内のシステムを特定します。
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